
島
根
県
に
お
け
る
如
来
一
弓
陣
串
錯
印
星
像
の
考
察

天
　
　
　
野

茂
　
　
　
　
時

u

　
　
　
　
　
一
、
は
　
じ
　
め
　
に
、

　
日
本
美
術
史
の
研
究
を
は
じ
め
て
か
ら
、
か
な
り
の
年
数
を
経
た
。
そ
の
研
究

の
申
で
、
特
に
仏
教
美
術
、
わ
け
て
も
仏
像
彫
刻
の
研
究
に
着
手
し
て
か
ら
、
十

数
年
を
経
遇
し
た
が
、
い
よ
い
よ
自
言
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏

像
彫
刻
の
研
究
が
、
奥
深
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
始
め
は
日
本
美
術
史
の
立

場
か
ら
研
究
を
進
め
た
が
、
つ
い
に
仏
像
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
誓
を
調
べ
、
続
い
て

仏
教
の
宗
派
的
立
場
か
ら
仏
像
を
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
、
研
究
は
広
く
な
っ
て

い
く
だ
け
で
、
さ
て
、
ま
と
め
て
見
た
い
と
ペ
ン
を
執
る
と
、
つ
き
な
み
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
私
が
昨
年
ま
で
に
発
表
し
た
仏
像
に
関
す
る
も
の
は
、

　
　
・
出
雲
国
（
島
根
県
）
の
　
仏
像
彫
刻
、
昭
和
二
八
、

　
　
・
練
蠕
史
女
性
的
美
の
根
源
と
そ
の
暮
、
昭
和
三
・

　
　
・
艘
雛
貞
観
期
仏
像
彫
刻
の
様
式
、
昭
和
三
二

　
　
・
繰
蠕
史
白
鳳
時
代
の
様
式
と
鰐
淵
寺
璽
目
菩
薩
像
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賂
和
三
五

、
｛
燃
蠕
史
鎌
倉
時
代
の
様
式
と
赤
穴
八
幡
宮
神
像
の
研
究
、
昭
和
三
六

　
　
　
　
　
　
島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
津
冨
鴇
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

山
群
難
輸
の
美
術
文
化
の
考
察
一
飛
鳥
－
鎌
倉
一
、
昭
和
三
八

・
韓
難
鱗
の
壽
文
化
の
考
察
一
室
町
－
江
戸
一
、
霜
三
九

・
艘
独
方
に
貞
観
仏
一
出
雲
様
一
に
つ
い
て
、
昭
和
四
・

・
艘
舳
方
に
藤
原
仏
に
つ
い
て
、
昭
和
四
一

・
艘
独
方
に
警
仏
に
つ
い
て
、
霜
四
二

油
顎
に
響
菩
薩
像
の
考
雫
昭
和
四
二

で
あ
る
。

　
以
上
を
研
究
紀
要
及
び
文
化
財
報
告
書
に
発
表
し
た
が
、
再
読
し
て
み
る
と
、

未
熟
な
箇
所
の
多
い
の
に
驚
く
。
し
か
し
赤
面
す
る
箇
所
が
発
見
で
き
る
こ
と

は
、
い
さ
さ
か
で
も
私
の
研
究
が
、
成
長
し
た
こ
と
と
自
分
自
身
を
慰
め
て
も
見
る

が
、
道
は
遙
か
に
遠
い
。

　
昨
年
は
観
音
像
に
つ
い
て
発
表
を
終
っ
た
が
、
そ
の
時
か
ら
如
来
像
に
つ
い

て
、
各
面
か
ら
掘
り
さ
げ
て
見
た
い
と
準
備
を
す
す
め
た
と
こ
ろ
、
幸
い
島
根
県

の
如
来
像
で
、
文
化
財
指
定
済
の
申
に
、
四
如
釆
、
即
ち
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
薬

師
、
大
日
如
来
が
か
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
各
如
来
の
本
誓
は
も
と
よ
り
、
そ

の
起
源
、
信
仰
の
状
態
、
宗
派
と
の
関
係
、
そ
し
て
美
術
史
の
立
場
か
ら
も
考
察

sokyu

sokyu

sokyu
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
φ
庄
緒
｝
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
頁
数
の
制
隈
の
た
め
、
充
分
に
意
を
つ
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
何
か
今
後
の
研
究
資
料
に
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
、
そ
れ
を
念

願
し
つ
つ
ペ
ン
を
執
っ
た
。

　
島
根
県
に
於
け
る
如
来
像
は
左
記
を
申
心
と
し
て
考
察
し
た
。

番
号⑮⑭131211109876⑤④③②1
仏

像
　
　
名

金
銅
如
来
形
立
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
大
目
如
来
坐
像

木
造
如
来
形
坐
像

　
全
右

　
全
右

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

指
定
年
月
日

昭
四
二
、

大
　
九
、

明
三
五
、

明
三
五
、

昭
三
五
、

昭
三
五
、

昭
四
一
、

昭
四
一
、

昭
四
三
、

昭
三
五
、

　
全
右

　
全
右

　
全
　
右

大
　
九
、

昭
三
九
、

一四

八五

九五五五九七七七四五

○○○○○一二二五○
全警全全全全全全全全全藤全墨息
右蒋右右右右右右右右右耗右耗耗

松浜　　　大三加出三松．安出美平
江田全全全東隅茂雲刀江来雲保田
市市　　　町町町市屋市市市関市

時
代

白
鳳
時
代

貞
観
時
代

全
右

藤
原
時
代

管
　
　
理

者

平
田
市

美
保
関
町

出
雲
市

松
江
市

三
刀
屋
町

出
雲
市

加
茂
町

三
隅
町

大
東
町

　
全
右

　
全
右

　
全
右

浜
田
市

松
江
市

鰐
淵
寺

仏
谷
寺

万
福
寺

清
水
寺

華
蔵
寺

禅
定
寺

極
楽
寺

富
貴
寺

正
法
寺

極
楽
寺

心
覚
院

善
光
寺

備
考

○
印
は
重
要
文
化
財
、
他
は
県
指
定
文
化
財

以
上
十
五
糎
の
分
布
を
左
図
に
示
す
。

　
関

　
田

　
①
一

　
平

犬
寺
．
“

　
　
　
　
ぐ
J

鯛
東
⑪
⑲
　
プ

ロ
犬
⑩
⑫
　
　
　
一

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
／

　
◎
三
刀
屋
⑥

　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
〆

出
雲
市
　
　
　
∫

⑧
⑦

　
　
　
　
　
　
！
．
∫

～．
〆
＼
．
～

　
　
、

　
　
！

　
　
　
v

　
　
㌧

　
　
ハ

　
　
ヘ

　
　
ゾ

　
（

　
　
．
ノ

　
　
〆

田
⑭

　
三
　
隅
⑨

．
∴
繍
　
益

時
＿
代
一
番
号

貞観 藤 原 鎌倉

23 45678910111213 1415
所
一
在
地
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
寺
名

臼
鳳
1
平
田
市
一
鰐
淵
寺

美
出
保
雲
関
市
町

安松三出加三大来江刀雲茂隅東〃〃〃市市屋市町町町　　町

浜
松
田
江
市
市

仏
万
谷
福
寺
寺

清華禅極富正極水蔵定楽貴法楽〃〃〃寺寺寺寺寺寺寺
」
）
善
覚
光
院
寺

9
．
！

　
田

《
．
ノ

ノ喧
μ

　
ン

ノ
呪
（

メ

、

㌧戸㌔〆

sokyu
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二
、
如
来
の
意
義
と
如
来
像
の
特
色

　
（
一
）
．
如
来
（
弓
落
罫
留
翁
）
の
意
義

　
仏
陀
（
ω
巳
串
p
）
の
称
号
と
し
て
、
多
く
用
い
ら
れ
る
の
が
タ
タ
ー
ガ
タ

（
↓
黒
副
σ
Q
陣
星
即
ち
多
陀
虹
多
、
多
陀
阿
伽
度
、
但
他
一
藁
多
で
あ
っ
て
、
イ
ン

ド
に
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
語
で
あ
る
が
、
こ
の
語
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は

な
い
。

　
タ
タ
ー
（
↓
算
副
）
と
ガ
タ
（
α
Q
算
p
）
と
に
分
解
し
て
「
そ
の
如
く
す
ぎ
去
れ

る
も
の
」
（
如
去
）
と
み
る
と
、
過
去
の
仏
陀
た
ち
と
同
じ
道
を
歩
ん
だ
も
の
、
と

い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
タ
タ
ー
（
葦
副
）
’
と
ア
ガ
タ
（
晶
ρ
冨
）
と
に

分
解
す
れ
ば
「
あ
る
べ
き
よ
う
に
道
を
歩
ん
で
こ
の
世
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も

の
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
漢
訳
で
は
、
こ
の
意
味
か
ら
「
如
よ
り
釆
生
し
た

も
の
」
即
ち
「
真
如
来
生
」
を
略
し
て
「
如
来
」
と
し
た
も
の
で
、
　
「
真
如
」

は
、
真
実
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
真
実
の
世
界
か
ら
生
れ
て
釆
た
覚
者
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
タ
タ
ー
ガ
タ
（
↓
算
副
α
q
陣
星
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

釈
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
に
早

く
か
ら
あ
っ
た
語
と
し
て
、
仏
教
よ
り
も
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
古
い
語
で
あ

る
こ
と
は
、
仏
陀
が
最
初
の
説
法
を
は
じ
め
る
以
前
に
、
自
ら
タ
タ
ー
ガ
タ
（
試

亭
晶
ρ
冨
）
と
称
し
て
い
た
と
い
う
の
で
分
か
る
。

　
従
っ
て
仏
教
が
お
こ
っ
て
か
ら
、
仏
陀
（
ω
邑
亭
ρ
）
の
称
号
と
な
っ
た
も
の

で
、
仏
陀
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
呼
び
名
で
あ
る
。
こ
れ
が
仏
で
あ
り
、
如
来
で

あ
っ
て
、
仏
教
で
は
最
高
の
位
に
あ
る
覚
者
で
あ
る
。
し
か
し
仏
陀
は
バ
ガ
ヴ
ア

ン
（
ω
訂
α
q
彗
島
即
ち
す
ぐ
れ
た
者
と
い
う
意
味
で
、
普
通
「
世
尊
」
と
も
訳

し
、
自
分
自
身
が
一
切
の
自
利
を
覚
る
の
み
で
な
く
、
他
を
し
て
自
分
と
同
じ
よ

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
φ
庄
錯
～
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

う
に
覚
ら
し
め
る
だ
け
の
能
カ
の
あ
る
円
満
な
人
格
者
を
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち

自
己
の
理
想
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
他
の
人
々
に
も
幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う

の
で
、
こ
れ
こ
そ
仏
教
の
理
想
で
も
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
詩
に
、

　
「
人
間
よ
気
高
く
あ
れ
、

　
　
人
を
助
け
よ
　
善
良
で
あ
れ
」

　
と
い
う
一
節
が
、
そ
の
ま
ま
仏
陀
の
言
葉
で
あ
る
。

　
こ
の
如
来
の
数
は
、
経
典
に
名
を
連
ね
て
い
る
だ
け
で
も
、
七
仏
、
三
十
五

仏
、
五
十
三
仏
、
干
仏
、
一
万
三
千
仏
等
と
い
う
多
数
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
小
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ろ
’
㌔
ぼ
さ
つ

仏
教
で
は
、
仏
は
釈
迦
如
釆
だ
け
で
、
五
十
六
億
七
干
万
年
後
に
、
弥
勒
菩
薩
が

仏
と
な
っ
て
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
乗
仏
教
で
は
、

草
木
国
土
悉
皆
成
仏
と
い
う
か
ら
、
仏
の
数
は
非
常
に
多
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の

仏
の
申
で
、
釈
迦
如
釆
は
、
こ
の
世
に
人
間
と
し
て
出
現
さ
れ
た
仏
で
あ
る
の
で

　
お
う
じ
ん
ぷ
つ

「
応
身
仏
」
（
ま
『
旨
曾
㌣
訂
違
）
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
、
大
日
如
来
、
阿

弥
陀
如
来
の
如
く
人
間
界
に
生
を
受
け
な
い
で
、
仏
の
本
身
と
し
て
の
永
遠
不
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
つ
し
ん
ぷ
つ

な
法
に
よ
る
仏
を
「
法
身
仏
」
（
宇
彗
旨
㌣
酊
着
）
と
い
う
。
「
法
身
」
は
、
仏

の
本
身
た
か
法
を
さ
し
、
　
「
応
身
」
は
、
歴
史
世
界
に
応
現
し
た
仏
の
現
身
を
さ

す
が
、
　
「
法
身
」
は
、
永
遠
不
滅
で
あ
っ
て
も
、
人
格
性
に
欠
げ
て
い
る
。
　
「
応

身
」
は
、
人
格
性
に
は
と
む
が
、
一
時
的
な
無
常
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
じ
ん

者
を
統
合
し
た
仏
身
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
「
報
身
」
（
留
冒
亭
晶
㌣
訂
着
）

で
あ
る
。

　
仏
の
教
え
に
は
種
々
あ
る
。
自
力
、
他
力
、
共
カ
、
こ
れ
を
最
も
よ
く
表
現
し

た
言
葉
に
「
こ
ま
っ
た
と
き
の
神
だ
の
み
」
、
こ
れ
が
他
力
の
教
え
で
あ
り
、

「
精
神
一
到
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
」
は
自
カ
の
教
え
、
　
「
人
事
を
尽
し
て
天
命
を
．

待
つ
」
は
共
カ
で
あ
ろ
う
か
。
他
力
は
浄
土
宗
、
自
力
は
禅
宗
、
共
力
は
日
蓮
宗

sokyu
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
g
冨
⑰
q
φ
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
仏
教
論
の
解
釈
に
努
め
る
理
論

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
よ
う

派
と
、
身
を
以
て
行
を
お
こ
な
い
、
仏
戒
を
堅
持
し
、
民
衆
を
教
化
す
る
い
わ
ゆ

る
実
践
派
と
の
二
派
も
考
え
ら
れ
、
前
者
は
個
人
的
、
後
者
は
対
杜
会
的
と
な

る
。
そ
し
て
小
乗
、
大
乗
仏
教
も
あ
る
が
、
小
乗
仏
教
（
雲
§
－
為
§
）
は
個
人

的
な
も
の
、
そ
れ
は
仏
教
に
深
く
帰
依
し
た
人
だ
け
が
、
彼
岸
に
行
け
る
と
い
う

制
限
的
な
考
え
で
、
劣
れ
る
乗
り
も
の
、
即
ち
小
乗
で
あ
る
と
い
う
が
、
今
日
で

は
、
こ
の
語
を
使
わ
ず
、
南
方
仏
教
を
呼
ぶ
と
き
は
、
上
座
部
仏
教
（
↓
｝
①
墨
－

話
影
困
巳
事
ポ
冒
）
と
い
う
。
大
乗
仏
教
（
く
苧
甲
凹
為
冨
）
は
、
大
き
な
乗
物

の
意
味
で
、
自
分
の
み
が
成
道
す
る
の
で
は
な
く
、
戒
律
を
堅
持
し
、
自
已
ゼ
磨

き
な
が
ら
世
間
を
教
化
し
て
、
他
人
と
と
も
に
彼
岸
に
達
す
る
と
の
趣
旨
に
よ

り
、
大
乗
と
称
し
た
。
日
本
の
宗
派
は
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
大
乗
仏
教
に
属
す
る

と
い
う
。
し
か
し
以
上
は
説
明
の
便
宜
で
あ
っ
て
、
仏
教
本
来
の
も
の
に
、
二
つ

の
性
格
、
即
ち
二
乗
の
あ
る
は
ず
は
な
い
。

　
こ
の
二
乗
を
一
つ
、
即
ち
一
乗
に
し
た
の
が
、
天
台
の
伝
教
大
師
で
あ
っ
て
、

こ
の
教
え
を
一
乗
仏
教
と
い
う
。
よ
く
一
乗
寺
、
一
乗
院
と
い
う
寺
院
名
を
見
聞

す
る
が
、
こ
れ
は
天
台
宗
の
特
色
で
あ
る
。

　
以
上
如
釆
及
び
宗
派
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
こ
の
如

来
の
造
像
の
特
色
に
つ
い
て
知
ら
か
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
；
）
　
如
来
像
の
特
色

　
釈
迦
如
来
像
が
、
製
作
さ
れ
て
か
ら
成
立
し
た
経
典
に
は
、
如
来
の
姿
に
関
す

る
特
徴
を
あ
げ
て
、
仏
の
三
十
二
相
、
八
十
種
好
形
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
人
間
の
姿
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
姿
の
申
に
、
宗
教
的
な
理

想
を
現
わ
す
よ
う
に
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
三
十
二
相
を
大
智
度
論
、
大
正

蔵
に
よ
っ
て
記
し
て
お
く
。
ま
た
八
十
種
好
と
は
、
八
十
随
形
好
と
も
い
っ
て
、

仏
の
人
間
と
異
な
っ
た
相
好
の
美
、
三
十
二
相
を
、
さ
ら
に
細
別
し
て
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
人
が
身
体
の
理
想
的
な
特
色
を
数
え
た
も
の
で
、

象
徴
的
な
名
が
多
い
と
い
う
。
こ
㌧
に
は
そ
の
記
載
を
割
愛
す
る
。

　
ω
　
如
来
の
三
十
二
相

　
　
　
　
そ
う
か
あ
ん
ぺ
い
そ
う

　
　
1
、
足
下
安
平
相
。
足
が
裏
が
平
ら
か
で
あ
る
。
2
、
足
下
二
輸
相
。
各
星
墨
に

　
　
千
輻
輸
が
あ
ら
わ
し
て
あ
る
（
足
下
干
輪
相
）
。
3
、
長
指
相
。
手
、
足
の
指
が
繊
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
こ
ん
一
」
う
へ
い
そ
う

　
　
で
長
い
（
干
指
繊
長
相
）
。
4
、
足
眼
広
平
相
。
足
踵
が
広
く
、
円
満
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
ゆ
そ
く
し
ま
ん
も
う
そ
う

　
　
5
、
手
足
指
縄
網
相
。
手
足
の
指
の
間
に
水
掻
き
の
よ
う
に
ま
く
が
あ
る
。
6
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
ふ
こ
う
ま
ん
そ
う

　
　
手
足
柔
軟
相
。
手
足
が
柔
軟
で
、
高
貴
の
相
を
な
す
。
7
、
足
朕
高
満
相
。
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
に
え
ん
し
っ
そ
う

　
　
甲
が
高
く
も
り
上
が
っ
て
亀
の
甲
の
よ
う
で
あ
る
。
　
8
、
伊
尼
延
膝
相
。
伊
尼
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
り
っ
し
ゆ
ま
し
っ
そ
う

　
　
（
鹿
）
の
膝
の
よ
う
に
繊
く
円
い
（
如
鹿
王
相
）
。
9
、
正
立
手
摩
膝
相
。
直
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ぞ
う
そ
う

　
　
た
時
に
は
手
が
膝
を
な
で
る
位
の
長
さ
で
あ
る
。
1
0
、
陰
蔵
相
。
象
王
、
馬
王
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
こ
う
ち
よ
う
と
う
そ
う

　
　
く
陰
相
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
u
、
身
広
長
等
相
。
身
長
と
手
を
拡
げ
た
長
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
も
う
じ
よ
う
こ
う
そ
う

　
　
等
し
い
。
1
2
、
毛
上
向
相
。
体
に
は
え
て
い
る
総
て
の
毛
は
上
に
な
び
い
て
い
る
。

　
　
　
　
い
ち
い
ち
こ
．
コ
い
ち
も
う
し
よ
う
そ
う

　
　
1
3
、
二
孔
一
毛
生
相
。
毛
孔
上
は
総
て
一
本
宛
の
毛
が
生
え
て
い
る
（
一
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
じ
き
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
こ
う
そ
う

　
　
一
毛
相
）
。
1
4
、
金
色
相
。
全
身
が
微
妙
金
色
に
輝
い
て
い
る
。
1
5
、
丈
光
相
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
は
く
ひ
そ
う

　
　
四
辺
に
一
丈
の
長
さ
の
光
が
輝
い
て
い
る
。
　
1
6
、
細
薄
皮
相
。
身
体
の
皮
は
細
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
し
よ
り
ゆ
う
ま
ん
そ
う

　
　
で
、
一
切
の
塵
も
汚
れ
も
つ
か
な
い
。
1
7
、
七
処
隆
満
相
。
両
手
、
両
足
、
両
肩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
え
き
か
り
ゆ
ま
ん
そ
う

　
　
首
す
じ
、
身
体
の
肉
が
円
満
で
柔
軟
微
妙
で
あ
る
。
1
8
、
両
腋
下
隆
満
相
。
腋
の

　
　
下
に
も
肉
が
つ
い
て
い
て
凹
所
を
作
ら
な
い
。
1
9
、
上
身
獅
子
相
。
上
半
身
が
威
容

　
　
端
厳
な
る
こ
と
獅
子
の
如
く
で
あ
る
。
　
2
0
、
大
直
身
相
。
仏
の
身
体
が
広
大
で
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
え
ん
こ
う
そ
う

　
　
直
無
比
な
こ
と
。
2
1
、
肩
円
好
相
。
仏
の
両
肩
が
円
満
で
、
ゆ
た
か
な
状
態
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
せ
い
そ
う

　
　
2
2
、
四
十
歯
相
。
四
十
歯
が
美
し
く
並
び
、
鮮
白
で
清
潔
で
あ
る
。
2
3
、
歯
斉
相
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げ
は
く
そ
。
う

　
　
歯
の
大
き
さ
一
定
、
す
き
間
な
く
一
本
に
見
え
る
程
美
し
い
。
2
4
、
牙
白
相
。
上
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
け
う
そ
う

　
　
四
本
の
牙
の
色
は
鮮
白
で
鋭
利
で
あ
る
。
2
5
、
獅
子
頼
相
。
両
類
が
ふ
く
ら
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
ゆ
う
と
く
じ
よ
う
み
そ
う

　
　
る
こ
と
獅
子
の
如
し
、
2
6
、
味
申
得
上
味
相
。
仏
の
口
は
常
に
最
上
味
を
味
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ぜ
つ
’
て
う

　
　
又
何
を
喰
べ
て
も
最
上
の
味
で
あ
る
。
2
7
、
大
舌
相
。
仏
の
舌
は
軟
薄
、
広
長
、
若

　
　
し
口
よ
り
出
せ
ば
顔
全
体
を
覆
い
、
髪
の
生
え
際
ま
で
と
ど
き
、
口
に
入
っ
て
も
口
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ん
じ
よ
う
そ
う

　
　
に
一
杯
に
な
ら
ぬ
。
2
8
、
梵
声
相
。
声
は
美
し
く
、
大
声
で
、
聞
く
も
の
を
感
歎
さ

　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
い
が
ん
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゆ
．
コ
が
ん
し
よ
う
そ
う

　
　
せ
る
。
2
9
、
真
青
眼
相
。
眼
晴
は
紺
青
色
。
3
0
、
牛
眼
礎
相
。
牛
王
の
如
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
う
け
い
そ
う

　
　
つ
毛
が
長
く
美
し
く
、
乱
れ
て
い
な
い
。
3
1
、
頂
警
相
。
仏
の
頂
上
の
肉
が
隆
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
や
く
ζ
う
そ
う

　
　
し
て
お
り
、
そ
の
形
が
誓
の
よ
う
で
あ
る
。
3
2
、
白
毫
相
。
仏
の
眉
間
に
白
毛
あ

　
　
り
、
右
旋
し
、
伸
び
る
と
一
丈
五
尺
に
な
る
。

　
以
上
が
、
仏
の
三
十
二
相
で
あ
る
か
ら
、
各
仏
は
こ
の
相
を
必
ず
備
え
ね
ば
な

ら
ぬ
。
特
に
密
教
が
伝
来
さ
れ
て
か
ら
は
、
造
像
に
つ
い
て
も
儀
軌
を
厳
守
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
専
門
的
な
学
問
を
図
象
学
と
称
し
、
難
解
と
さ
れ
て
い

る
。

　
（
三
）
　
印
相
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
い
ん
　
　
い
ん
げ
い

　
印
相
（
い
ん
ぞ
う
）
嘗
巳
§
は
、
手
印
、
契
印
、
印
契
、
ま
た
た
だ
印
と
も

い
う
。
そ
の
意
味
は
印
章
を
捺
す
こ
と
か
ら
、
密
教
で
は
標
幟
の
意
に
と
り
、
さ

ら
に
諾
尊
の
内
証
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
も
つ

　
手
と
手
と
の
組
合
せ
の
ほ
か
、
持
物
で
も
表
現
し
て
い
る
。
従
っ
て
各
尊
の
持

物
、
特
に
干
手
観
音
の
多
く
の
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
物
は
、
決
し
て
勝
手
な
も
の

で
は
な
く
儀
靱
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
密
教
で
は
、
特
に
重
ん
じ
て
口
伝
伝
承
が
あ
る
が
、
印
の
基
本
（
印
母
）
形

は
、
六
種
拳
と
十
二
合
掌
で
あ
る
。
ま
た
行
者
が
観
法
に
用
い
る
十
八
契
印
も
基

本
な
る
も
の
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
冨
σ
q
四
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

　
六
種
拳
は
、
蓮
華
拳
（
胎
拳
）
、
四
指
を
折
り
栂
指
を
外
に
出
す
。
金
剛
拳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ば
く

撮
指
を
包
ん
で
四
指
を
折
る
。
外
縛
拳
、
両
手
の
五
指
を
外
に
出
し
て
組
む
。
内

縛
拳
（
内
掌
拳
）
は
指
先
き
を
内
に
隠
し
て
両
手
を
組
む
。
葱
恕
拳
は
栂
指
を
折

っ
て
申
指
と
無
名
指
と
を
そ
の
上
へ
折
曲
げ
食
指
と
小
指
は
立
て
る
。
如
来
拳
は

上
品
下
生

阿弥院鄭来九品印

上
回
日
申
生
　
申
一
口
申
生
　
下
零
生

紗
勅
）
働
一

御
一
駒
け
灼

上品上生

申晶上生

下晶上生

内
縛
印

、法界定印

外
縛
印

蓬
牽
合
掌

sokyu
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
畠
序
錯
φ
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

蓮
華
拳
の
左
手
と
金
剛
拳
の
右
手
を
組
合
わ
す
。

　
十
二
合
掌
は
、
堅
実
心
、
虚
心
、
未
敷
蓮
、
初
割
蓮
華
、
持
水
、
．
顕
露
、
反

刃
、
帰
命
、
反
背
、
，
覆
手
、
履
手
向
下
、
横
柱
指
の
名
が
あ
る
。

　
印
相
も
密
教
以
前
の
主
な
る
も
の
に
は
、
施
無
畏
印
（
せ
む
い
い
ん
）
、
右
手
を

開
い
て
掌
を
外
に
向
け
て
、
肩
の
辺
に
挙
げ
る
。
転
法
輸
印
（
て
ん
ぽ
う
り
ん
い

ん
）
、
両
手
を
胸
の
辺
に
上
げ
て
右
手
は
掌
を
、
左
手
は
反
対
に
し
て
左
右
の
一

本
づ
う
指
先
き
を
触
れ
る
も
の
で
、
説
法
印
と
も
い
う
。
触
地
印
ま
た
降
魔
印
、

破
魔
印
は
、
坐
像
で
、
右
手
を
垂
れ
て
地
に
向
け
て
い
る
。
こ
の
印
は
釈
迦
が
悟

り
を
開
か
れ
た
と
き
、
即
ち
成
道
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
に
起
源
し
、
成
道
印
と

い
う
。
ま
た
両
手
の
五
指
を
伸
ば
し
て
左
手
を
下
に
、
右
手
を
そ
の
上
に
重
ね
た

印
が
、
禅
定
印
（
ぜ
ん
じ
ょ
う
い
ん
）
ま
た
は
法
界
定
印
と
称
し
、
冥
想
に
入
る

思
惟
の
相
で
あ
る
。
そ
し
て
施
願
印
（
せ
が
ん
い
ん
）
或
い
は
与
願
印
（
よ
が
ん
い

ん
）
と
い
っ
て
、
左
手
を
開
い
た
ま
ま
垂
れ
、
掌
を
外
向
き
に
し
た
印
が
あ
る
。

　
密
教
の
成
立
後
は
、
金
剛
界
の
大
日
如
来
の
智
拳
印
（
ち
け
ん
い
ん
）
、
胎
蔵
界

の
大
日
如
来
の
法
界
定
印
が
あ
る
。
前
者
は
両
手
と
も
金
剛
拳
を
結
び
、
左
手
の

食
指
を
立
て
て
、
右
手
の
掌
申
に
入
れ
た
も
の
で
、
右
手
は
仏
、
左
手
は
衆
生
で

煩
悩
即
菩
提
の
妙
理
を
示
す
。
後
者
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
特
に
阿
弥
陀
仏
に
は
、
九
晶
印
（
く
ほ
ん
い
ん
）
、
即
ち
図
示
の
如
く
、
上
品
上

生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
九
種
の
印
相
が
あ
る
。
浄
土
教
で
念
仏
行
者
の
罪
業
、

修
行
を
九
段
階
に
分
け
て
、
往
生
に
九
品
往
生
、
極
楽
に
九
品
浄
土
、
九
品
念

仏
、
従
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
九
品
の
弥
陀
が
区
別
さ
れ
、
そ
の
端
的
な
表
示
が
九
品

印
で
あ
る
。
こ
の
印
の
申
で
上
晶
上
生
を
、
妙
観
察
智
印
、
定
印
（
じ
ょ
う
い
ん
）

弥
陀
定
印
と
称
し
て
一
般
に
坐
像
の
印
で
あ
る
。
立
像
で
は
、
来
迎
印
（
ら
い
こ

う
い
ん
）
と
称
し
、
下
品
上
生
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
申
品
申
生
を
説
法
印
と
称

す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
種
類
が
多
い
が
、
持
物
と
と
も
に
割
愛
す
る
。

　
（
四
）
　
そ
の
他
の
特
色

　
1
、
光
背
（
こ
う
は
い
）
、
ま
た
御
光
、
後
光
と
も
書
き
、
仏
、
菩
薩
の
光
明
を

象
徴
し
、
そ
の
威
厳
を
示
す
た
め
に
、
像
の
背
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
多
く
の

意
匠
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
頭
部
か
ら
発
す
る
光
明
を
現
わ
す
も
の
を
頭
光
（
づ
こ
う
）
、
胴
身
か
ら
発
す
る

も
の
を
身
光
（
し
ん
こ
う
）
と
称
し
、
身
光
ぱ
か
り
の
仏
像
は
な
い
。

　
頭
光
と
身
光
を
合
せ
て
二
重
光
背
、
ま
た
挙
身
光
と
称
し
、
立
像
（
り
ゅ
ぞ
う
）

に
つ
い
て
の
み
用
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
頭
光
に
は
、
円
光
、
輪
光
、
室
蝶
光
、

放
射
光
等
が
あ
る
。
挙
身
光
に
は
、
古
舟
形
光
、
新
舟
形
光
、
二
重
円
光
、
大
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
と
う

光
、
火
娼
光
、
壬
生
光
背
等
が
あ
り
、
そ
の
意
匠
に
は
、
飛
天
、
唐
草
（
忍
冬
唐

　
　
ほ
う
そ
う
げ
　
　
　
　
　
　
が
り
よ
う
び
ん
が
　
　
け
ぶ
つ
　
　
ぽ
ん
じ
　
　
り
ん
ぼ
う

草
、
宝
相
華
唐
草
）
、
伽
陵
頻
迦
、
化
仏
、
梵
宇
、
輸
宝
等
が
美
し
く
模
様
化
し

て
つ
け
て
あ
る
。

　
2
、
肉
髪
（
に
っ
け
い
）
、
仏
の
三
十
二
相
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
頭
部
が
二
重

に
な
り
、
そ
の
高
い
部
分
を
い
う
。
藤
原
時
代
の
末
期
か
ら
、
水
晶
で
作
っ
た
丸

い
も
の
を
高
い
部
分
に
つ
け
た
が
、
こ
れ
も
肉
誓
と
い
う
（
安
来
市
清
水
寺
の
阿

弥
陀
仏
）
、
こ
の
肉
髪
は
高
貴
の
相
で
あ
る
。

　
3
、
螺
髪
（
ら
ほ
つ
）
、
如
来
像
の
頭
髪
の
こ
と
で
、
髪
毛
が
巻
毛
状
を
し
て

お
り
、
右
巻
の
田
螺
の
殻
の
よ
う
に
刻
ん
で
、
一
つ
一
つ
が
表
面
に
植
え
つ
け
ら

れ
た
も
の
、
じ
か
に
刻
出
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
全
然
螺
髪
の
な
い
も
の
も
あ

り
、
こ
れ
を
素
髪
と
い
う
。
あ
る
い
は
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
に
み
る
、
縄
の
よ
う

に
髪
を
よ
っ
て
、
頭
に
巻
き
つ
け
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
風
の
も
の
も
あ
る
。

　
4
、
白
竃
（
び
ゃ
く
ご
う
）
、
白
竃
相
、
ま
た
は
竃
相
と
称
し
、
如
来
の
三
十
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み
け
ん

二
相
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
眉
間
に
あ
る
、
甘
色
の
右
廻
り
の
旋
毛
で
、
光
明
を
放

っ
と
い
う
。
如
来
像
に
隈
ら
ず
、
菩
薩
像
に
も
水
晶
な
ど
を
眉
間
に
は
め
込
ん
だ

も
の
が
あ
る
。
筆
描
き
の
臼
毫
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
え

　
5
、
柄
衣
（
の
う
え
）
、
納
衣
と
も
か
き
、
法
衣
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
如
来
の

納
衣
は
粗
末
な
も
の
で
、
納
袈
裟
、
弊
納
衣
、
壌
衣
な
ど
と
称
し
、
五
色
あ
る
い

は
多
く
の
色
を
ま
ぜ
合
せ
て
作
っ
た
も
の
を
、
五
納
衣
、
百
納
衣
な
ど
と
も
い

声
つ
。

　
こ
の
柄
衣
を
両
肩
に
か
け
て
着
た
の
が
通
肩
、
右
盾
を
出
し
て
着
た
の
を
偏
祖

右
肩
（
へ
ん
た
ん
う
け
ん
）
と
称
し
、
こ
れ
は
古
代
イ
ン
ド
の
専
ら
尊
者
に
対
す

る
と
き
の
礼
法
で
あ
る
と
い
う
。

　
6
、
台
座
（
だ
い
ざ
）
、
仏
を
安
ん
ず
る
台
の
こ
と
で
、
ぞ
の
種
類
は
多
い
が
、

主
な
る
も
の
を
記
す
と
、
蓮
華
座
は
、
普
通
仏
、
菩
薩
に
多
く
用
い
ら
れ
、
三

重
、
五
重
、
七
重
の
別
が
あ
る
。
叉
大
仏
座
、
踏
割
蓮
華
座
（
浜
冊
市
、
心
覚
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
み
ざ

仏
像
）
も
、
こ
の
一
種
で
あ
る
。
須
弥
座
、
全
体
の
形
が
宣
の
宇
形
の
た
め
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
か
け
ざ

宣
字
座
と
い
い
、
こ
の
座
に
衣
が
垂
れ
て
い
る
の
を
裳
懸
座
（
仏
谷
、
万
福
寺
等

の
仏
像
）
と
も
い
う
。
他
に
吉
祥
座
、
荷
座
、
洲
浜
座
、
琵
々
塵
、
方
座
、
礼
盤

座
、
抹
座
、
曲
ろ
く
座
、
禽
獣
座
、
亀
践
座
、
蟹
く
座
、
獣
皮
座
、
上
げ
畳
座
、

雲
座
等
が
あ
る
。

　
以
上
如
来
像
の
形
相
の
概
要
を
述
べ
た
の
で
、
こ
れ
を
基
と
し
て
、
島
根
県
の

如
来
像
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。

三
、
島
根
県
に
於
け
る
如
来
像

　
日
本
美
術
史
に
於
て
仏
像
彫
刻
の
時
代
は
、
飛
烏
、
奈
良
（
白
鳳
、
天
平
）
、
平

安
（
貞
観
、
藤
原
）
、
鎌
倉
時
代
で
あ
っ
た
。
島
根
県
に
於
け
る
如
来
像
は
、
こ
の

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
H
算
冨
彊
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

隆
盛
期
の
申
で
、
前
記
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
白
鳳
時
代
、
貞
観
時
代
、
藤
原
時

代
、
鎌
倉
時
代
に
該
当
す
る
仏
像
が
あ
る
。
先
ず
、
美
術
史
の
立
場
か
ら
、
島
根

県
の
如
来
像
の
該
当
す
る
時
代
の
様
式
を
考
察
し
て
、
後
そ
の
時
代
の
如
来
像
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）
　
美
術
史
か
ら
見
た
自
鳳
時
代
（
＞
U
べ
O
米
～
o
o
〇
十
）

　
仏
像
は
飛
鳥
時
代
に
朝
鮮
か
ら
伝
え
ら
れ
、
上
利
仏
師
に
よ
っ
て
飛
鳥
様
式
の

仏
像
の
完
成
を
見
た
が
、
白
鳳
時
代
は
、
晴
唐
文
化
が
直
接
に
我
が
国
に
移
入
さ

れ
た
。
特
に
大
化
の
改
新
（
六
四
五
）
を
要
因
と
し
て
、
飛
鳥
様
式
か
ら
脱
脚
し

て
、
新
し
く
白
鳳
様
式
が
形
成
さ
れ
た
。

　
こ
の
白
鳳
様
式
は
、
我
が
民
族
が
、
大
化
新
政
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
富
が
分

配
さ
れ
、
即
ち
班
田
制
に
よ
っ
て
、
　
「
大
ら
か
な
も
の
」
が
生
じ
た
と
い
う
の
に

原
因
が
あ
る
。
そ
し
て
仏
教
も
約
一
世
紀
を
経
て
、
人
々
と
親
和
的
と
な
っ
た
。

そ
し
て
自
然
に
対
し
て
も
親
和
的
と
な
っ
た
。
そ
の
一
例
は
、
　
「
春
山
万
花
艶
、

秋
山
干
葉
彩
」
を
競
そ
わ
せ
ら
れ
た
天
智
天
皇
。
　
「
わ
だ
つ
み
の
と
よ
ば
た
雲
の

…
…
」
と
タ
雲
の
美
し
さ
を
認
め
た
歌
に
よ
っ
て
、
自
然
と
の
親
和
の
精
神
の
現

わ
れ
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
親
和
性
に
は
、
感
覚
的
に
美
を
求
め
た
、
情
趣

性
の
高
調
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
白
鳳
人
の
感
性
は
、
極
め
て
素
朴
で
あ

っ
た
。
こ
の
素
朴
さ
が
、
幼
児
の
無
邪
気
な
美
し
さ
を
求
め
た
と
い
え
る
。
従
っ
．

て
、
造
像
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
幼
児
に
見
ら
れ
る
姿
態
を
も
っ
て
し
、
そ
こ
に

あ
ど
け
な
さ
、
無
邪
気
さ
が
感
知
さ
れ
る
。
こ
の
あ
ど
け
な
さ
、
無
邪
気
さ
は
、

具
体
的
に
見
る
と
、
仏
像
の
重
顔
、
首
に
三
道
、
身
体
の
割
合
か
ら
し
て
頭
部
の

比
較
的
大
き
い
こ
と
。
お
へ
そ
の
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
姿
態
が
S
字
状
と
な

り
、
遊
足
体
と
称
し
、
一
本
の
足
に
重
さ
が
か
㌧
り
、
他
の
足
は
軽
く
遊
ん
で
い

る
様
相
が
あ
る
。
そ
し
て
技
術
の
上
か
ら
は
、
ま
だ
未
熟
な
技
術
の
た
め
に
、
仏

sokyu
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．
島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
算
｝
紺
印
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

像
も
浮
彫
的
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
、
浮
彫
的
と
は
、
仏
像
の
背
部
が
比
較
的

平
面
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
シ
ナ
の
晴
に
於
て
も
、
北
魏
（
飛
鳥
的
）
の

意
志
的
な
造
形
に
対
し
て
、
主
情
的
な
造
形
へ
と
移
行
し
た
時
代
で
あ
っ
、
た
。

　
そ
れ
故
に
白
鳳
仏
に
は
幼
児
性
か
ら
く
る
素
朴
と
優
美
、
そ
し
て
明
朗
性
が
見

ら
れ
、
こ
れ
が
白
鳳
時
代
の
美
的
様
式
と
な
る
。

　
　
（
二
）
　
白
鳳
時
代
の
如
来
像

　
　
且
　
金
銅
、
如
来
形
立
像

　
　
　
県
指
定
文
化
財
　
昭
四
二
、
五
、
三
〇
、
鰐
淵
寺

　
如
来
形
仏
像
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
、
釈
迦
如
来
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
記

し
て
お
き
た
い
。

　
釈
迦
牟
尼
（
ω
県
這
冒
昌
μ
）
の
釈
迦
は
、
イ
ン
ド
の
迦
毘
羅
国
に
居
住
す
る
種

族
の
名
称
で
あ
る
。
牟
尼
は
梵
語
で
、
訳
し
て
寂
黙
、
ま
た
智
者
セ
も
い
う
か

ら
、
釈
迦
牟
尼
は
、
釈
迦
種
族
の
申
か
ら
出
世
し
た
智
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
に
ん

一
方
、
古
釆
和
漢
の
学
者
は
、
釈
迦
を
能
仁
、
牟
尼
を
寂
黙
と
説
い
て
、
慈
悲
と

智
慧
の
二
徳
を
備
え
た
る
も
の
と
し
た
。

　
釈
迦
牟
尼
の
出
所
来
歴
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
異
説
が
あ
る
が
、
一
般
に
認
め

ら
れ
て
い
る
説
に
よ
る
と
、
西
暦
紀
元
前
五
五
八
年
　
日
本
で
は
第
二
代
緩
靖
天

皇
二
十
五
年
1
に
、
父
王
を
首
頭
檀
那
（
浄
飯
大
王
）
、
母
は
王
妃
摩
詞
摩
耶
と

し
て
、
春
う
ら
ら
か
な
四
月
八
日
に
離
宮
の
藍
毘
尼
園
の
無
憂
華
の
樹
下
に
誕
生
。

　
　
　
し
つ
た
る
た

幼
名
を
悉
達
多
（
願
望
の
か
な
っ
た
も
の
と
い
う
意
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
し
か

し
母
摩
耶
夫
人
は
太
子
誕
生
後
七
日
目
に
死
亡
し
、
摩
耶
夫
人
の
妹
が
養
母
と
な

り
、
父
王
と
細
か
い
心
づ
か
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
た
が
、
太
子
は
早
く
か
ら
瞑
想

へ
の
傾
向
が
現
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
幼
児
期
の
悲
劇
の
反
映
と
見
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
ヨ
ー
ダ
ラ

る
。
十
七
才
に
し
て
一
族
申
の
絶
世
の
美
人
耶
輸
多
羅
姫
を
妃
と
し
た
が
、
し
か
し

太
子
の
人
間
的
苦
悩
は
如
何
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
伝
え
に
よ
れ
ば
ω
町

は
ず
れ
で
老
人
を
見
た
。
ω
外
出
の
時
病
人
、
㈹
死
人
を
見
た
。
そ
し
て
ω
出
家

の
姿
を
見
て
、
そ
の
神
々
し
く
満
足
し
き
っ
た
姿
に
接
し
た
時
に
、
太
子
は
自
分

の
理
想
像
を
こ
の
僧
に
見
出
し
た
と
、
っ
い
に
出
家
を
す
る
決
心
を
固
め
た
。
そ

し
て
老
、
病
、
死
に
対
す
る
強
烈
な
反
省
が
二
十
九
才
の
年
に
始
ま
っ
た
。

　
叉
他
の
説
で
は
、
太
子
の
国
に
は
四
階
級
の
制
度
が
あ
り
、
こ
の
制
度
は
絶
対

に
犯
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
四
階
と
は
、
婆
羅
門
が
最
上
位
で
、
浄
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
や
と
り
や

に
従
事
す
る
僧
侶
の
階
級
。
次
ぎ
は
刹
帝
利
で
、
王
族
及
び
武
士
の
階
級
。
第
三

　
び
い
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
う
ど
ら

は
毘
舎
で
、
商
売
人
の
階
級
。
第
四
は
首
陀
、
即
ち
屠
者
、
奴
隷
の
階
級
で
あ
っ

て
、
最
も
卑
め
ら
れ
、
他
の
階
級
の
者
と
は
交
際
も
出
釆
な
か
っ
た
。
太
子
は
こ

の
不
合
理
を
知
り
、
四
民
平
等
の
自
由
世
界
を
創
造
し
て
、
下
人
に
幸
福
を
与
え

ん
と
念
願
さ
れ
た
と
い
う
。

　
い
づ
れ
に
せ
よ
、
太
子
は
無
常
感
に
よ
っ
て
、
出
家
を
願
わ
れ
た
。
妃
耶
輸
多

羅
は
、
男
子
を
生
ん
だ
の
で
、
太
子
に
は
恩
愛
の
き
ず
な
と
な
っ
た
が
、
他
面
家

系
の
継
承
者
を
得
た
の
で
、
出
家
す
べ
き
時
機
が
到
来
し
た
と
、
或
る
夜
半
、
白

　
け
ん
だ
か

馬
建
陀
伽
に
乗
り
、
駁
者
を
従
え
て
城
を
脱
け
出
た
。
途
申
駅
者
と
も
別
れ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

人
と
な
っ
て
東
南
に
向
っ
た
、
そ
し
て
沙
門
、
　
（
c
◎
量
冒
彗
曽
）
の
仲
間
に
入
り
、

ゴ
i
ダ
マ
と
呼
ば
れ
、
六
年
間
の
難
行
苦
行
を
続
け
た
が
、
こ
の
苦
行
が
解
脱
の

道
で
は
な
い
と
悟
っ
て
、
苦
行
を
申
止
し
た
。
恰
度
、
そ
の
時
ウ
ル
ヴ
イ
ル
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
れ
ぜ
ん
が

－
村
の
娘
が
乳
粥
を
用
意
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
受
け
、
尼
連
禅
河
に
身
を
清

め
て
、
そ
れ
を
飲
ん
だ
。
そ
し
て
河
畔
の
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ッ
タ
（
菩
提
樹
）
と
い
う

木
の
下
に
四
十
日
間
の
禅
定
の
座
を
し
め
、
紀
元
前
五
二
一
二
年
の
ヴ
ァ
ィ
シ
ャ
ー

カ
の
月
（
四
月
－
五
月
）
の
満
月
の
夜
（
日
本
で
は
十
二
月
八
日
）
三
十
五
才
に

て
大
悟
し
て
、
仏
陀
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
が
成
道
像
で
あ
る
。
こ
れ
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ろ
く
や
え
ん

よ
り
さ
き
、
鹿
野
園
を
訪
れ
、
自
ら
の
悟
道
の
心
境
を
伝
え
た
。
こ
れ
が
釈
迦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
お
ん

初
転
法
輸
で
あ
る
。
そ
の
砥
園
、
竹
林
、
大
林
の
各
精
舎
を
根
拠
と
し
、
イ
ン
ド

の
各
所
を
遊
化
し
て
四
諦
八
正
道
の
解
脱
の
道
を
宣
布
さ
れ
た
が
、
齢
八
十
才
の

　
　
　
　
　
。
く
し
な
が
ら
　
　
　
　
　
ぱ
つ
に
い
が
わ

春
、
イ
ン
ド
拘
ロ
ダ
那
伽
羅
城
外
、
政
提
河
畔
を
遊
化
申
病
に
倒
れ
、
二
月
十
五

日
夜
半
沙
羅
双
樹
下
で
浬
築
し
た
ま
う
と
い
う
の
が
普
通
の
伝
記
で
あ
る
。

　
釈
尊
の
一
生
涯
の
主
な
行
績
八
つ
を
え
ら
び
、
こ
れ
を
彫
刻
、
図
絵
に
し
た
も

の
が
、
釈
迦
八
相
で
、
降
兜
率
、
入
胎
、
誕
生
、
出
家
、
降
魔
、
成
道
、
初
転
法

輪
、
浬
般
木
の
八
場
面
で
あ
る
。
さ
て

　
鰐
淵
寺
は
、
山
号
を
浮
浪
山
と
称
し
、

に
あ
る
。
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。

島
根
半
島
の
西
寄
り
、
平
田
市
別
所
町

瓢錨紬
如来形立像

鰐淵寺
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
義
ヰ

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
開
創
は
推
十
口
天
皇
二
年
（
五
九
四
）
に
、
知
春
上
人
が
、
山

内
の
浮
浪
滝
に
推
古
天
皇
の
病
眼
平
癒
を
祈
願
し
て
建
立
し
た
。
そ
の
時
、
上
人

は
滝
壷
（
一
説
に
は
日
本
海
）
に
、
仏
器
の
椀
を
落
し
た
と
こ
ろ
、
ワ
ニ
ザ
メ
が

そ
れ
を
衡
え
て
浮
び
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
鰐
淵
寺
の
寺
号
を
得
た
と
い
う
。
そ
の

当
時
は
浮
浪
滝
を
申
心
に
、
修
験
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
浮
浪
滝
は
、

数
十
米
の
そ
そ
り
た
つ
岩
壁
の
間
に
岩
窟
が
あ
り
、
そ
こ
に
蔵
王
堂
と
称
す
る
小

堂
が
あ
る
。

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
斗
冨
鴇
冨
）
像
の
考
察

（
天
野
）

　
こ
の
小
堂
の
上
の
岩
壁
上
か
ら
堂
前
に
直
下
す
る
滝
で
あ
る
。
こ
の
小
堂
に
観

音
菩
薩
立
像
（
重
要
文
化
跡
）
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。
本
如
来
形
の
立
像
も
、
こ
の

地
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
蔵
王
堂
の
信
仰
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
寺
史
に
よ
れ
ば
、
正
中
三
年
（
二
三
ニ
ハ
）
の
古
今
記
録
案
に
、
寛
和
二
年

（
九
八
六
）
に
干
年
堂
、
薬
師
堂
の
破
損
を
、
国
衙
か
ら
造
営
を
う
け
、
天
永
三

年
（
一
一
一
二
）
に
、
国
費
に
よ
り
寺
院
、
塔
を
建
立
し
、
三
井
寺
長
吏
同
乗
房

及
び
諸
僧
百
人
を
迎
え
て
、
盛
大
な
る
落
慶
供
養
を
行
っ
た
と
い
う
。
申
世
に

は
、
佐
々
木
高
綱
の
甥
泰
清
が
、
出
雲
の
守
護
職
と
な
り
、
当
寺
の
た
め
塔
を
建

立
し
、
叉
守
護
不
人
の
特
権
を
与
え
た
と
古
文
書
に
あ
る
。
そ
し
て
南
北
朝
に

は
、
鰐
淵
寺
は
南
北
両
院
に
分
れ
た
。
当
時
の
文
書
は
多
数
残
存
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
重
要
文
化
財
と
し
て
「
後
醍
醐
天
皇
願
文
」
　
「
頼
源
文
書
」
　
「
名
和

長
年
執
達
状
」
は
有
名
で
あ
る
。
貞
治
五
年
三
月
二
十
一
日
に
頼
源
は
、
天
皇
、

親
王
か
ら
拝
受
し
た
震
翰
、
給
旨
、
令
旨
を
後
住
の
浄
達
上
人
に
譲
っ
て
い
る
。

こ
の
文
書
の
来
歴
を
書
い
た
も
の
が
「
送
進
鰐
淵
寺
文
書
等
目
録
事
」
で
あ
る
。

以
上
は
沿
革
の
概
略
で
あ
る
が
、
鰐
淵
寺
信
仰
の
根
本
は
、
蔵
王
堂
で
あ
っ
た
と

い
う
べ
き
で
、
本
像
も
当
時
の
信
仰
を
受
け
た
像
と
考
え
ら
れ
る
。

　
金
銅
造
如
来
形
立
像
と
し
て
指
定
さ
れ
た
本
像
は
、
異
形
施
無
畏
与
願
釈
迦
像

と
称
し
た
い
。
そ
れ
は
施
無
畏
与
願
の
釈
迦
の
如
く
で
あ
っ
て
、
左
手
の
小
指
無

名
指
を
曲
げ
て
い
る
像
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
像
は
飛
鳥
時
代
の
も
の
に

の
み
あ
り
、
以
後
の
も
の
に
は
あ
ま
り
見
な
い
。

　
本
像
は
、
総
高
二
〇
・
六
六
セ
ン
チ
、
頭
部
の
長
さ
は
四
・
七
セ
ン
チ
、
頭
髪

は
宝
髪
、
顔
面
は
や
や
う
つ
む
き
気
味
で
、
柔
和
な
相
貌
で
あ
る
。
柄
衣
に
は
大

ら
か
な
平
行
線
の
衣
文
が
あ
り
、
一
見
極
め
て
素
朴
で
あ
る
。
右
手
、
左
手
は
前

sokyu

fig2-7-1.pdf
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島
根
県
に
於
け
る
如
釆
（
弓
呉
冨
習
蟹
）

像
の
考
察
（
天
野
）

述
の
如
く
で
あ
る
、
　
尚
本
像
の
鋳
造
は
鍍
型
で
あ
る
か
ら
、
　
奈
良
時
代
後
期
の

像
と
い
わ
れ
、
て
い
る
が
、
諸
条
件
を
綜
合
し
て
奈
良
時
代
前
期
即
ち
白
鳳
時
代
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。
下
部
の
柄
は
台
座
に
接
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
台
座
は
現

存
し
て
い
な
い
。
像
全
体
に
緑
青
が
生
じ
い
る
。

　
本
像
は
、
山
王
七
仏
窟
に
あ
っ
た
も
の
を
、
昭
和
三
〇
年
八
月
に
地
方
史
研
究

所
主
催
の
出
雲
総
合
調
査
団
が
発
見
さ
れ
た
。

　
　
（
三
）
美
術
史
か
ら
見
た
貞
観
時
代
（
＞
一
）
◎
。
O
～
H
o
O
）

　
貞
観
時
代
は
、
平
安
時
代
の
前
期
で
あ
る
。
そ
し
て
本
時
代
を
弘
仁
時
代
と
も

い
う
が
、
そ
れ
は
平
安
遷
都
（
七
九
四
年
）
か
ら
、
宇
多
天
皇
の
御
譲
位
（
八
九

七
年
）
の
期
間
を
と
る
立
場
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
七
八
○
年
か
ら
九
八
○
年
ま
で

の
、
二
百
年
の
期
間
を
と
っ
て
貞
観
時
代
と
称
す
る
。

　
本
時
代
は
、
天
平
時
代
の
律
令
制
度
と
唐
風
文
化
を
継
承
し
た
時
代
で
あ
る

が
、
実
質
的
に
は
天
平
時
代
と
は
大
き
い
断
層
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
「
に
お
う
が

如
く
今
さ
か
な
り
」
と
歌
い
、
仏
像
を
「
ま
す
ら
お
」
と
見
た
、
栄
え
る
天
平
時

代
と
は
反
対
に
、
国
民
の
生
態
度
の
極
消
化
し
た
時
代
と
い
え
る
。

　
大
体
、
西
暦
八
百
年
代
は
、
東
洋
は
唐
、
新
羅
、
勃
海
の
滅
亡
が
示
す
如
／
＼

没
落
の
時
代
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
若
さ
の
失
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
老
成
時
代
と
で

も
い
う
べ
き
時
代
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、
「
無
為
自
然
」
の
老
荘
思
想

が
、
シ
ナ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
ま
た
仏
教
は
、
不
遜
の
僧
侶
が
多
く
、
僧
姿
に
か
く

れ
る
無
頼
の
徒
と
な
り
、
或
い
は
政
権
に
参
与
す
る
と
い
う
、
本
来
の
僧
侶
の
姿

は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
の
腐
敗
に
対
す
る
刷
新
は
内
部
か
ら
拾
頭
し
て
、
平
安

京
へ
の
遷
都
の
源
因
も
こ
㌧
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
、
最
澄
、
空
海
が
共
に
天

台
、
墓
言
の
二
宗
を
興
し
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
宗
派
は
、
加

持
祈
薦
に
よ
り
即
身
成
仏
を
す
る
と
い
う
の
で
、
苛
烈
な
修
業
を
課
す
る
と
共

に
、
秘
法
を
厳
守
す
る
こ
と
が
強
く
要
求
さ
れ
、
秘
密
の
教
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

密
教
と
称
し
、
こ
の
密
教
寺
院
は
、
寺
地
を
山
間
の
霊
地
に
求
め
、
行
ず
る
堂
内

は
、
仏
像
は
外
部
と
遮
断
し
た
暗
い
内
陣
に
安
置
し
、
そ
の
仏
像
も
大
日
如
来
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
ぬ

主
尊
と
し
て
、
特
に
密
教
に
よ
り
で
き
た
急
怒
相
の
明
王
都
の
像
を
ま
っ
っ
た
。

し
か
も
厳
格
は
教
理
は
仏
像
の
造
像
そ
の
他
に
対
し
て
、
経
儀
に
よ
る
厳
し
い
規

定
を
厳
守
し
た
。
従
っ
て
仏
像
も
神
秘
な
力
に
頼
る
こ
と
に
な
り
、
細
密
な
表
現

で
あ
っ
た
、
従
来
の
仏
像
に
代
っ
て
、
外
部
的
な
力
即
ち
量
（
く
◎
巨
目
①
）
の
形

成
を
重
ん
じ
た
の
で
、
体
駆
は
肥
満
し
、
そ
の
面
相
に
は
神
秘
的
な
渋
晦
さ
と
森

厳
さ
が
現
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
本
時
代
の
彫
刻
に
は
、
材
料
が
殆
ん
ど
木
材
に
限
ら
れ
た
。
そ
れ
は
天

平
時
代
の
東
大
寺
大
仏
の
造
像
に
て
、
国
銅
を
使
い
尽
し
た
こ
と
と
、
密
教
で
は

材
料
に
は
清
浄
な
る
も
の
、
霊
性
の
あ
る
も
の
が
特
に
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
御
衣
木
加
持
と
称
し
て
、
素
材
を
浄
め
霊
性
を
与
え
る
と
い
う
修
法
さ
へ
行

1
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
密
教
は
造
像
を
重
要
視
し
た
の
で
、
木
彫
は
隆
盛
し
、
木

彫
成
が
多
く
、
そ
し
て
融
波
式
刀
法
も
創
始
さ
れ
た
。
こ
の
刀
法
は
日
本
特
有
の

発
達
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
密
教
は
、
神
仏
習
合
説
に
よ
っ
た
の
で
、

神
像
彫
刻
が
発
達
し
た
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
見
解
に
よ
っ

て
、
貞
観
時
代
の
様
式
の
根
源
に
は
、
政
治
や
宗
教
が
大
き
い
原
動
力
と
な
り
、

美
術
に
も
独
自
の
様
式
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
美
的
様
式
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
重
厚
、
森
厳
、
そ
し
て
陰
欝
で
あ
る
。

　
以
上
を
も
と
と
し
て
、
特
に
島
根
県
に
多
い
、
貞
観
時
代
の
如
来
像
を
考
察
す

る
こ
と
と
す
る
。

　
　
（
四
－
）
　
貞
観
時
代
の
如
来
像
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2
　
木
造
、
薬
師
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
重
要
文
化
財
　
大
九
・
四
・
一
五
指
定
　
　
仏
谷
寺

　
薬
師
如
来
は
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
と
訳
し
、
東
方
瑠
璃
光
世
界
の
教
主
で
、
瑠

璃
光
王
と
か
大
医
王
仏
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
如
来
の
成
立
の
時
代
や
場
所

は
、
不
明
確
で
方
便
的
な
も
の
か
ら
成
立
し
た
も
の
ら
し
い
。
薬
師
如
来
の
経
典

が
漢
訳
さ
れ
た
時
期
は
、
階
大
業
十
二
年
（
六
ニ
ハ
）
で
あ
る
か
ら
仏
教
思
想
、

教
理
の
方
か
ら
見
る
と
、
教
理
的
大
系
の
申
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
は
い
な

い
。
従
っ
て
密
教
の
中
心
経
典
で
あ
る
大
日
経
、
金
剛
頂
経
の
申
に
も
説
か
れ
て

い
な
い
の
で
、
両
界
曼
奈
羅
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
た
ゾ
東
方
阿
闘
如
来
と
同

体
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
申
国
や
日
本
で
は
、
そ
の
信
仰
は
盛
大
で
、
像
が
制
作
さ
れ
、
薬
師

浄
土
図
ま
で
も
描
か
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
薬
師
如
来
像
の
造
像
は
、
推
古
天
皇

十
五
牛
（
六
〇
八
）
に
、
止
利
仏
師
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
現
在
法
隆
寺
金
堂
内
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
薬
師
如
来
像
の
形
姿
は
、
他
の
如
釆
像
と
格
別
の
変
化
は
な
い
。
即
ち
頭
髪
は

螺
髪
、
身
体
に
は
何
の
装
飾
も
つ
け
ず
、
結
跡
践
坐
す
る
釈
迦
如
来
像
と
同
形
で

あ
る
。
印
相
は
施
無
畏
、
与
願
の
印
で
、
こ
の
印
相
を
通
仏
相
と
い
う
。
こ
の
印

相
だ
け
で
は
、
古
代
の
釈
迦
と
薬
師
如
来
を
区
別
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
し

か
し
貞
観
時
代
よ
り
、
薬
師
如
来
の
信
仰
は
多
彩
と
な
り
、
特
に
仏
教
大
師
（
最

澄
）
は
、
延
暦
寺
の
根
本
申
堂
に
、
薬
師
如
来
像
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
信
仰
し

た
の
で
、
天
台
系
の
寺
院
に
於
い
て
は
盛
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
か
ら
新
し
く

渡
来
し
た
「
不
空
訳
薬
師
如
来
念
論
儀
軌
」
に
よ
っ
て
、
信
仰
さ
れ
薬
師
如
来
像
に

薬
壷
（
薬
器
）
を
左
手
に
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
一
見
し
て
薬
師
如
来
と
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
島
根
県
の
薬
師
如
来
像
は
、
全
部
が
薬
壷
を
も
っ
て
い

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
～
艘
緒
ψ
試
）
像
の
考
察
（
天
野
）

る
の
で
、
貞
観
時
代
以
降
の
造
像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
薬
師
如
来
は
、
現
世
的
な
信
仰
で
、
死
後
の
世
界
、
未
来
の
成
仏
を
本
誓

と
す
る
仏
と
は
格
段
の
相
違
が
あ
り
、
現
実
的
な
効
果
、
即
ち
病
気
平
癒
と
い
う
功

徳
が
あ
る
。
従
っ
て
高
遇
な
理
想
的
な
理
論
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
薬
師
如
釆
の
現
世
利
益
的
誓
願
は
、
他
の
如
来
に
は
見
ら
れ
ず
、
観
音
菩
薩
の

現
世
利
益
的
信
仰
と
前
後
し
て
、
広
く
長
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の

功
徳
は
、
修
行
申
に
誓
わ
れ
た
、
二
十
二
の
大
願
申
に
、
除
病
安
楽
、
息
災
離

苦
、
荘
具
豊
満
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
て
、
責
任
も
重
大
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
病
気
は
、
千
種
万
様
で
あ
る
か
ら
、
薬
師
如

来
は
大
勢
の
助
手
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
、
如
釆
の
左
脇
士
に
日
光
菩
薩
（
旨
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
が
つ
・
」
う

q
岩
S
事
ρ
）
右
脇
士
に
月
光
菩
薩
（
O
彗
串
亀
量
事
ρ
）
　
が
、
そ
れ
ぞ
れ
脇
士

と
な
り
、
手
に
日
輪
、
月
輪
を
各
々
持
つ
か
、
蓮
華
茎
上
に
日
、
月
輪
が
つ
い
た

も
の
を
持
つ
か
で
あ
る
。
そ
し
て
如
来
の
周
囲
に
は
十
二
神
将
が
位
置
し
て
い
る

が
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
内
陣
の
一
隅
に
集
め
て
あ
る
の
も
あ
る
。
そ
の
十
二
神
将

は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

87654321 （
神
名
）

く
　
ぴ
　
ら

宮
毘
羅

ぱ
　
さ
　
ら

伐
折
羅

め
　
　
き
　
　
ら

迷
企
羅

あ
ん
て
ら

安
底
羅

あ
へ
　
に
ら

額
㈱
羅

さ
ん
て
ら

珊
底
羅

い
ん
ど
ら

因
達
羅

は
　
　
い
　
ら

波
夷
羅

（
色
の
配
分
）

　
黄

　
白

　
黄

　
緑

　
紅

　
紅

　
紅

　
紅

（
持
物
）

宝
杵

宝
剣

宝
棒

宝
鎚

宝
叉

宝
剣

宝
梅

宝
鎚

未午已辰卯寅丑子方
　　　　　　　　位

sokyu
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
冨
溜
冨
）

像
の
考
察
（
天
野
）

　
　
　
ま
　
こ
　
ら
　
．

　
9
　
摩
虎
羅
　
　
白
　
　
　
　
宝
斧
　
　
甲

　
　
　
し
ん
だ
ら
　
“

　
1
0
　
真
達
羅
　
　
黄
　
　
　
　
宝
索
　
　
酉

　
　
　
し
や
と
ら

　
u
　
招
杜
羅
　
　
青
　
　
　
　
宝
鎚
　
　
戊

　
　
　
び
　
か
　
ら

　
1
2
　
毘
掲
羅
　
　
紅
　
　
。
　
輸
宝
　
　
亥

　
こ
の
十
二
神
将
に
は
眼
を
つ
り
上
げ
、
口
を
か
み
し
め
、
牙
を
む
き
出
し
、
腕

を
振
り
上
げ
、
足
を
挙
げ
る
姿
態
の
も
の
と
、
静
か
な
平
穏
な
姿
態
の
像
と
が
あ

る
が
、
前
者
は
新
し
い
時
代
の
像
に
多
い
。
ま
た
貞
観
時
代
に
な
っ
て
、
冠
に
十

二
支
の
動
物
の
面
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
何
分
に
も
現
世
利
益
の
如
来
で
あ
る
の
で
、

が
多
い
の
で
あ
る
。

島
根
県
の
如
釆
像
申
で
も
最
も
数

　
仏
谷
寺
は
、
三
明
院
仏
谷
寺
と
称
し
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
三
明
院
が
、
新
興
の

仏
谷
寺
に
併
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
の
開
創
、
そ
の

後
行
基
上
人
が
三
明
院
の
本
尊
を
彫
刻
し
、
ま
た
弘
法
大
師
が
七
堂
伽
藍
を
建
立

し
、
暮
言
宗
に
属
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

　
承
久
三
年
（
二
二
二
）
後
鳥
羽
上
皇
の
行
在
所
、
元
弘
二
年
（
二
二
三
二
）

三
月
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
行
在
所
と
な
っ
た
。
古
く
か
ら
墓
言
宗
と
し
て
栄
え
て

2．薬師如来像

　仏谷寺

い
た
が
、
次
第
に
衰
微
し
て
、
寛
文
年
間
に
は
仏
谷
寺
に
三
明
院
は
寺
守
り
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
　
「
杜
帳
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
永
正
十
三
年
（
一
五
ニ
ハ
）

知
恩
院
の
順
度
上
人
に
よ
っ
て
浄
土
宗
に
改
宗
さ
れ
た
。

　
薬
師
如
来
坐
像
は
、
像
高
一
一
〇
セ
ン
チ
、
台
座
高
、
六
八
セ
ン
チ
、
イ
チ
イ

材
の
一
木
彫
成
で
あ
る
。
イ
チ
ィ
材
は
神
官
の
笏
に
用
い
ら
れ
る
神
聖
な
材
で
あ

り
、
出
雲
国
が
神
国
と
云
わ
れ
る
関
係
に
於
て
興
味
が
あ
る
。
尚
現
在
は
浄
土
宗

で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
が
本
尊
で
あ
る
べ
き
も
、
薬
師
如
釆
像
が
本
尊
で
あ

る
こ
と
は
、
か
っ
て
墓
言
宗
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
本
像
の
面
長
な
顔
と
開
い
た
眼
、
そ
し
て
肥
満
な
筋
肉
か
ら
は
、
或
種
の
き
び

し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
肉
髪
の
盛
り
上
り
、
肩
の
張
り
、
体
躯
の
量
的
な
外
部

的
力
の
充
実
さ
は
、
堂
々
た
る
姿
態
で
あ
り
、
か
つ
衣
文
の
彫
り
は
非
常
に
浅
い

が
、
旋
転
文
が
見
ら
れ
て
、
貞
観
時
代
の
様
式
に
よ
る
像
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
右
手
は
施
無
畏
の
印
、
左
手
に
は
薬
壷
、
そ
し
て
両
腎
は
肥
満
し
て
い

る
が
、
膝
が
低
く
そ
の
衣
文
も
形
式
化
し
て
い
る
の
は
藤
原
様
式
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
貞
観
時
代
の
未
期
と
み
る
。
こ
の
像
は
、
地
方
の
作
と
し
て
、
出
雲
地

方
の
彫
刻
の
申
で
は
、
異
例
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
寺
に
は
本
像
と
同
一

様
式
の
菩
薩
像
四
舳
の
重
要
文
化
財
が
安
置
し
て
あ
る
。

　
3
　
木
造
、
薬
師
如
来
坐
像

　
　
　
重
要
文
化
財
　
明
三
五
・
七
・
三
一
指
定
　
万
福
寺

　
万
福
寺
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
鰐
淵
寺
（
1
9
頁
）
の
開
山
僧
智
春
上
人
に
よ

り
、
推
古
天
皇
の
御
代
に
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
永
藤
年
間
に
、
浄
土
宗
に
改

宗
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
大
寺
薬
師
と
称
し
、
天
台
宗
と
し
て
盛
大
で
あ
っ

た
。

fig2-7-2.pdf
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3．薬師如来像
　万福寺

　
一
畑
電
鉄
に
は
「
お
お
で
ら
」
と
い
う
停
留
所
が
あ
る
。
付
近
一
帯
を
眺
め
る

と
、
往
古
の
盛
事
の
偲
ば
れ
る
地
形
で
、
何
か
な
つ
か
し
さ
を
覚
え
る
。
本
寺
の
背

山
に
は
、
出
雲
地
方
で
は
豪
壮
な
る
後
期
古
墳
の
、
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
本
寺
の
歴
史
の
古
さ
を
語
る
資
料
で
あ
る
。
　
現
在
の
寺
域
は
、
徳
川
時
代

に
於
て
、
北
方
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
奥
地
か
ら
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
大

洪
水
に
よ
り
山
崩
れ
に
合
っ
て
寺
院
、
仏
像
が
土
砂
に
埋
ま
っ
た
こ
と
が
記
録
に

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
が
如
く
、
仏
像
は
寺
院
特
有
の
煤
よ
じ
れ
が
な

い
。
ま
た
、
現
存
の
仏
像
が
一
八
○
セ
ン
ヂ
の
大
き
い
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
、
旧
本
堂
が
十
二
間
に
七
間
の
大
建
築
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
不
当
で
は
な

い
。　

薬
師
如
釆
坐
像
は
像
高
一
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
で
あ
る

が
、
補
修
が
相
当
あ
る
。
全
体
と
し
て
量
的
形
成
で
あ
る
が
、
特
に
柄
衣
の
重
厚

さ
が
見
ら
れ
、
衣
文
の
刻
出
は
、
比
較
的
浅
く
、
翻
波
式
刀
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
形
式
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
柄
衣
が
肉
体
を
超
克
し
て
い
る
の

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
H
算
冨
①
q
～
冨
）
像
の
考
察

（
天
野
）

で
、
仏
谷
寺
像
よ
り
、
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。
本
像
も
貞
観
仏
時
代
の
地
方
作
の

像
と
見
ら
れ
る
が
、
仏
谷
寺
像
と
比
較
す
る
と
、
様
式
も
降
っ
て
藤
原
初
期
と
も

考
え
ら
れ
る
。
其
他
、
印
相
な
ど
は
仏
谷
寺
像
と
同
じ
で
あ
る
。
本
寺
に
は
、
他

に
重
要
文
化
財
指
定
の
菩
薩
像
四
躯
、
そ
し
て
四
天
王
像
が
あ
り
、
地
方
寺
院
と

し
て
は
稀
有
の
存
在
で
あ
る
。

（
五
）
美
術
史
か
ら
見
た
藤
原
時
代

（
＞
∪
H
◎
O
～
H
N
O
）

　
貞
観
時
代
の
密
教
思
想
は
、
藤
原
時
代
と
な
っ
て
も
仏
教
の
主
流
で
あ
っ
て
、

宮
廷
、
貴
族
七
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
。
し
か
し
末
法
思
想
の
普
及
に
よ

り
、
逐
次
、
他
力
信
仰
に
傾
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
比
叡
山
に
於
て
阿
弥
陀
如
来

を
本
尊
と
す
る
念
仏
三
昧
の
教
え
が
、
慈
覚
大
師
に
よ
り
常
行
三
昧
堂
場
と
し
て

興
っ
た
。
そ
れ
に
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
－
一
〇
一
七
）
が
「
一
乗
要
決
」
に

よ
り
、
一
切
衆
生
悉
皆
成
仏
の
義
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
申
年
に
な
っ
て
名
著

「
往
生
要
集
」
を
著
す
に
い
た
り
、
阿
弥
陀
念
仏
に
関
す
る
経
典
の
要
文
を
集

め
、
一
心
称
念
の
念
仏
を
熱
烈
に
勧
め
、
叡
山
教
学
の
申
か
ら
、
浮
土
念
仏
門
の
独

立
の
基
礎
を
開
い
た
。
こ
の
教
え
は
、
た
だ
念
仏
を
称
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
“

西
方
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
面
倒
な
理
論
、
難
行
に
よ
ら

な
い
こ
と
を
本
旨
と
し
た
。
そ
し
て
現
世
に
も
浄
土
を
と
の
念
願
は
、
．
仏
像
、
仏

画
に
特
殊
の
表
現
様
式
を
生
む
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ
等
は
繊
細
に
し
て
甘
美
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
他
方
遣
唐
使
の
廃
止
は
、
我
が
国
民
を
強
い
刺
戟
か
ら
遠
ざ
け
、
国
内
に
お
け

る
、
い
わ
ば
平
和
時
代
を
現
出
し
、
こ
の
状
勢
の
申
で
藤
原
氏
一
門
の
権
威
は
保

持
さ
れ
、
道
長
に
い
た
っ
て
は
皇
室
の
外
戚
、
外
祖
父
と
な
り
、
そ
の
位
は
摂
政

関
白
の
高
き
に
昇
り
、
彼
を
し
て
っ
い
に
「
こ
の
世
を
ば
わ
が
代
」
と
称
し
「
望
月

fig2-7-3.pdf
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
算
冨
篭
蟹
）

像
の
考
察
（
天
野
）

の
か
げ
た
る
こ
と
も
な
し
」
と
詠
ず
る
に
至
ら
し
め
た
。
従
っ
て
、
そ
の
生
活
は

豪
著
を
極
め
、
耽
美
的
生
活
と
な
り
、
貴
族
の
仕
事
は
、
詩
歌
、
管
弦
、
美
術
に

見
出
す
こ
と
よ
り
他
に
道
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
世
襲
制
度
の
制
は
、
貴
族
と
相

対
す
る
階
級
は
な
く
、
い
わ
ば
貴
族
階
級
は
絶
対
階
級
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
生
活
が
騎
著
と
い
わ
れ
、
文
弱
に
堕
し
た
と
評
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
反

面
に
は
、
貴
族
達
の
情
操
は
淳
化
さ
れ
、
感
覚
は
洗
練
さ
れ
て
、
今
ま
で
の
時
代

に
見
ざ
る
、
風
雅
な
生
活
が
営
ま
れ
た
。
し
か
し
こ
の
生
活
は
、
極
め
て
女
性
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
藤
原
時
代
の
様
式
は
、
女
性
的
な
も
の
で
形
成
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
女
性
的
な
る
も
の
の
内
容
を
検
訂
す
る
と
、
次
ぎ
の
こ
と
が

考
察
さ
れ
る
。

　
生
活
態
度
は
悠
々
た
る
も
の
で
、
行
動
に
鈍
に
し
て
、
感
情
に
敏
な
る
生
活
、

即
ち
意
志
の
生
活
で
な
く
て
、
情
念
の
生
活
で
あ
り
、
理
性
の
生
活
で
な
く
、
趣

味
の
生
活
で
あ
っ
て
、
感
情
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
故
に
当
代
の
美
術
は
気
分

の
表
現
が
多
い
。
こ
の
感
情
的
は
、
個
人
的
、
即
ち
私
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
室
内
的
で
あ
る
こ
と
で
、
遊
戯
に
つ
い
て
見
て
も
、
室
内
遊
戯
で
あ

り
、
か
の
大
和
絵
、
か
な
文
字
の
創
始
も
、
こ
う
し
た
申
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
形
成
さ
れ
た
も
の
は
、
特
に
小
さ
き
も
の
の
美
を
作
り
出

し
、
且
つ
愛
し
た
。
こ
の
こ
と
は
枕
草
紙
に
読
ま
れ
る
「
何
も
何
も
小
さ
き
物

は
、
い
と
う
つ
く
し
…
」
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小

さ
き
も
の
美
に
は
、
理
知
的
な
感
情
の
緊
張
は
な
く
、
安
易
的
な
も
の
が
見
ら
れ

る
。　

仏
像
彫
刻
に
於
て
も
、
細
部
の
驚
く
べ
き
手
細
工
的
な
技
巧
、
そ
し
て
寄
木
造

り
の
方
法
に
よ
り
、
重
厚
な
像
か
ら
、
親
し
み
易
い
感
じ
を
与
え
る
像
に
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
様
相
か
ら
、
美
的
様
式
と
し
て
は
、
優
美
、
典
雅
を
あ
げ
る
。
優
美

は
、
枕
草
紙
に
見
た
、
倭
小
性
と
、
　
「
昭
り
も
せ
ず
…
…
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜

に
し
く
も
の
は
な
し
」
と
歌
わ
れ
た
、
朗
ら
か
で
は
あ
る
が
、
輪
廓
の
ぼ
か
さ
れ

た
、
所
謂
明
鮮
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
典
雅
は
、
貴
族
的
な
美
、
即
ち
現
実
を

越
え
て
理
想
化
さ
れ
た
美
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
静
閉
性
と
貴
族
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
美
的
様
式
は
、
要
約
す
れ
ば
優
雅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従

来
の
外
来
か
ら
の
美
で
は
な
く
て
、
完
全
に
国
風
化
さ
れ
た
様
式
で
あ
っ
て
、
日

本
独
自
の
創
造
さ
れ
た
美
で
あ
る
。
こ
の
優
雅
を
念
頭
に
し
て
、
如
来
像
を
考
察

す
る
。

　
（
六
）
藤
原
時
代
の
如
来
像

　
　
4
　
木
造
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
重
要
文
化
財
指
定
　
明
治
三
五
・
七
二
一
二
　
清
水
寺

　
藤
原
仏
と
い
え
ば
、
ま
ず
阿
弥
陀
如
来
を
憶
う
。
そ
れ
は
西
方
十
万
億
土
の
彼

方
に
浄
土
を
た
て
て
、
こ
の
地
を
極
楽
浄
土
と
称
し
、
こ
の
浄
土
の
教
主
で
あ

り
、
藤
原
時
代
に
最
も
隆
盛
を
み
た
か
ら
で
あ
る
。

　
阿
弥
陀
如
釆
は
、
梵
語
で
は
阿
弥
陀
由
須
叉
は
阿
弥
陀
婆
と
も
記
し
、
前
者
を

無
量
寿
、
後
者
が
無
量
光
明
と
訳
す
。
即
ち
寿
命
無
量
、
光
明
無
量
を
合
せ
て
阿

弥
陀
仏
と
い
う
の
が
通
則
ら
し
い
。
そ
の
他
に
弥
陀
の
光
明
を
具
象
化
し
て
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
げ

二
光
仏
を
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。
即
ち
無
量
光
、
無
駿
光
、
烙
王
光
、
清
浄
光
、

智
慧
光
、
歓
喜
光
な
ど
、
い
づ
れ
も
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
徳
分
を
現
わ
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
信
仰
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
他
の
如
来
よ
り
一
頭
地
を
抜
い
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て
い
る
。
本
如
釆
の
形
相
、
極
楽
浄
土
の
様
子
は
観
無
量
寿
経
（
観
経
）
に
説
か

れ
て
い
る
。
他
に
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
が
あ
り
、
こ
の
三
経
を
「
浄
土
の
三
部

経
」
と
い
う
。
こ
の
阿
弥
陀
仏
は
、
他
仏
と
相
違
し
て
他
力
往
生
の
誓
願
を
立
て

ら
れ
た
。
即
ち
阿
弥
陀
仏
を
信
ず
る
者
は
、
一
向
専
念
に
仏
名
（
南
無
阿
弥
陀

仏
）
を
唱
え
る
と
、
仏
は
大
悲
の
光
明
を
照
ら
し
、
摂
手
を
延
ば
し
て
、
念
仏
行

者
を
必
ず
極
楽
浄
土
に
迎
え
ら
れ
て
、
来
世
の
果
報
を
得
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
こ
の
阿
弥
陀
仏
は
、
無
量
寿
経
に
よ
る
と
、
或
国
の
太
子
と
し
て
誕
生
し
た
が
、

世
自
在
王
仏
の
感
化
で
仏
道
に
入
り
、
名
を
法
蔵
比
丘
と
改
め
、
五
劫
の
長
い
間

思
惟
さ
れ
て
後
に
、
四
十
八
の
大
願
を
成
就
さ
れ
た
1
釈
迦
と
似
通
っ
て
い
る

　
　
そ
し
て
遂
に
理
想
の
世
界
、
極
楽
浄
土
を
西
方
の
国
土
に
建
設
さ
れ
、
今
も

其
処
で
説
法
化
行
に
尽
く
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
観
無
量
寿
経
に
よ
る
と
、
釈

　
　
　
　
　
　
　
あ
じ
や
せ

迦
と
同
時
代
に
、
阿
闇
世
と
い
う
マ
ガ
ダ
国
の
一
太
子
あ
り
。
悪
友
に
よ
り
、
父

ひ
ん
ぱ
し
ゃ
ら

頻
婆
娑
羅
王
を
幽
閉
し
て
死
に
至
ら
し
め
ん
と
し
た
。
頻
婆
娑
羅
の
夫
人
、
阿
閣

　
　
　
　
い
だ
い
け

世
の
母
、
葦
提
希
は
、
身
を
清
潔
に
し
て
酎
密
に
小
麦
粉
を
ま
ぜ
た
も
の
を
身
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ら
く

ぬ
り
つ
け
、
玉
の
壊
塔
の
穴
に
ぶ
ど
う
の
汁
を
も
っ
て
、
幽
閉
申
の
大
王
に
近
づ

い
て
大
王
の
命
を
救
う
。
阿
閣
世
は
門
番
に
間
う
、
頻
婆
娑
羅
は
死
ん
だ
か
と
。

門
番
は
答
え
る
。
死
な
な
い
と
。
阿
閣
世
は
、
そ
の
理
由
を
知
り
、
怒
っ
て
、
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
ば

を
殺
さ
ん
と
す
る
、
大
臣
月
光
と
医
者
者
賭
は
、
命
を
賭
し
て
阿
閣
世
を
母
殺
し

の
罪
か
ら
救
う
。
や
っ
と
阿
閣
世
は
母
を
殺
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
彼
女
を
源
宮

に
幽
閉
す
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
背
景
に
し
て
、
偉
大
な
る
浄
土
の
教
え
は
説

か
れ
る
の
で
あ
る
。
章
提
希
夫
人
は
悲
し
む
、
そ
し
て
涙
の
雨
の
申
で
、
彼
女
は

釈
迦
に
哀
願
す
る
。
　
「
も
う
こ
れ
以
上
、
こ
の
に
ご
っ
た
世
界
に
住
み
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
か
、
未
来
の
う
れ
い
の
な
い
国
へ
行
か
し
て
下
さ
い
。
」
五
体
を
地

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
罰
鴇
冨
）
像
の
考
察

（
天
野
）

に
投
げ
、
身
も
世
も
あ
ら
ず
泣
き
く
ず
れ
て
幟
悔
す
る
童
提
希
夫
人
に
、
釈
迦
は

十
方
の
光
り
輝
や
く
国
土
を
示
す
。
し
か
し
葦
提
希
の
願
い
は
た
だ
一
つ
「
極
楽

世
界
、
阿
弥
陀
仏
の
所
に
行
か
し
て
下
さ
い
。
」
草
提
希
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
仏

の
力
で
、
阿
弥
陀
浄
土
、
極
楽
世
界
の
美
し
さ
を
見
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
が
出

来
た
が
、
後
世
の
衆
生
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
の
力
に
す
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
で
、
こ
の
極
楽
浄
土
に
行
く
方
法
を
、
釈
迦
に
、
教
え
て
く
れ
と
頼
む
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
ぜ
ん
　
さ
ん
ぜ
A

あ
る
。
こ
れ
が
所
謂
、
定
善
と
散
善
で
あ
る
。

　
定
善
と
は
、
心
を
じ
っ
と
こ
ら
し
て
阿
弥
陀
如
来
と
、
そ
の
世
界
を
観
想
し
て

浄
土
に
往
生
す
る
方
法
で
あ
り
、
散
善
と
は
、
一
心
の
散
り
乱
れ
て
い
る
ま
ま
に
悪

を
廃
め
善
を
修
め
て
、
阿
弥
陀
浄
土
に
征
生
す
る
方
法
で
あ
る
。
定
善
に
は
士
二

の
観
法
が
あ
り
、
詳
細
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
難
行
で
あ
っ
て
普
通
の

人
に
は
困
難
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
散
善
は
大
き
く
三
種
、
即
ち
大
乗
の
仏
教
を
信

ず
る
善
、
小
乗
の
仏
教
を
修
め
る
善
、
世
間
的
な
善
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
三
種

の
善
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
段
階
が
あ
り
善
の
階
層
に
応
じ
九
品
（
九
つ
の
位
）
に
分

け
ら
れ
、
こ
の
段
階
に
よ
っ
て
、
出
迎
え
る
阿
弥
陀
仏
、
浄
土
へ
行
く
早
さ
が
違

っ
て
来
る
と
い
う
、
こ
の
九
品
が
印
相
（
1
5
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
㌧
で
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
、
現
世
に
対
す
る
絶
望
は
来
世
に
対
す
る
希
望
と

な
り
“
ま
た
死
の
不
安
を
前
に
し
て
、
こ
の
不
死
へ
の
希
望
が
満
足
さ
れ
、
死
の

不
安
が
解
消
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
は
消
極
的
な
面
で
あ
る
が
、
他
に
人
間
の
心
に

大
き
な
も
の
を
与
え
る
。
そ
の
一
つ
は
美
の
崇
拝
で
あ
っ
た
、
観
無
量
寿
経
が
多

く
読
ま
れ
る
時
代
は
、
想
像
カ
の
無
限
の
行
使
を
可
能
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
、

こ
れ
が
前
に
記
し
た
藤
原
時
代
の
美
と
関
連
す
る
、
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
は
摂
取
不

捨
の
慈
悲
で
あ
る
、
即
ち
一
人
も
も
ら
す
こ
と
な
く
愛
を
受
け
、
救
が
得
ら
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
冨
σ
q
ρ
試
）

像
の
考
察
（
天
野
）

4．阿弥陀如来

　清水寺

　
以
上
阿
弥
陀
如
来
の
思
想
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
思
想
が
造
像
の
上
に
も
現
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
九
品
の
印
相
と
と
も
に
阿
弥
陀
仏
の
坐
像
と
立
像

に
つ
い
て
で
あ
る
。
坐
っ
て
い
る
仏
の
所
へ
は
、
こ
れ
か
ら
定
善
、
散
善
に
よ
っ

て
出
か
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
ゆ
と
り
が
あ
る
。
し
か
し
念
仏
を
称
え
れ

ば
、
す
ぐ
出
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
阿
弥
陀
仏
は
、
立
っ
て
い
る
方
が
ふ
さ
わ
し
ノ
＼

脇
士
さ
え
な
い
の
が
多
い
。
こ
の
像
が
多
く
鎌
倉
時
代
に
造
像
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
故
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
脇
士
は
、
左
が
観
音
、
右
が
勢
至
で
あ

る
が
、
観
音
は
往
生
人
を
乗
せ
る
と
い
う
蓮
台
を
さ
㌧
げ
て
い
る
。
尚
こ
の
脇
士

が
脆
坐
し
て
い
る
の
も
来
迎
を
い
そ
ぐ
と
い
う
た
め
で
あ
る
。

　
清
水
寺
は
、
安
来
市
南
方
に
位
し
、
天
台
宗
瑞
光
山
と
称
す
る
古
名
刹
で
あ

る
。
本
像
は
境
内
の
常
念
仏
堂
に
三
尊
形
式
と
な
っ
て
安
置
さ
れ
、
そ
の
主
尊
で

あ
る
。
。
像
高
八
五
・
五
セ
ン
チ
、
頭
部
の
螺
髪
は
小
さ
く
、
肉
髪
珠
は
白
毫
と
と

も
に
怪
し
い
ま
で
に
光
っ
て
い
る
。
衣
文
に
見
ら
れ
る
刀
法
は
、
鋭
く
、
あ
ざ
や

か
で
美
事
で
あ
る
。
こ
の
衣
文
が
肩
上
、
膝
上
で
消
え
て
い
る
の
も
藤
原
仏
の
特

徴
で
あ
る
。
な
お
両
肩
の
な
だ
ら
か
さ
、
膝
の
低
い
の
も
女
性
的
な
特
色
で
あ

る
。
印
相
は
、
上
品
下
生
即
ち
、
来
迎
印
で
あ
る
。
結
跡
朕
坐
し
端
正
で
、
瞑
想

的
な
優
雅
さ
は
、
藤
原
時
代
を
偲
ば
せ
、
且
つ
極
楽
浄
土
の
主
尊
た
る
風
格
は
格

別
で
、
こ
の
美
し
さ
は
山
陰
地
方
随
一
で
あ
る
。

　
5
　
木
造
、
薬
師
如
来
坐
像

　
　
　
重
要
文
化
財
　
昭
和
三
五
・
七
・
三
一
　
華
蔵
寺
．

　
華
蔵
寺
は
松
江
市
の
東
方
本
庄
町
の
枕
木
山
頂
に
あ
り
、
申
海
を
眼
下
に
眺
望

は
格
別
で
あ
る
。
境
内
は
広
い
が
、
無
住
の
た
め
荒
廃
し
て
い
る
の
は
惜
し
い
。

も
と
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
現
在
は
臨
済
宗
で
あ
る
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
に
、
天
台
宗
の
智
元
上
人
が
勅

命
に
よ
り
開
山
し
た
と
い
う
。

　
薬
師
如
来
坐
像
は
、
薬
師
堂
の
本
尊
に
て
、
日
、
月
光
菩
薩
の
立
像
が
脇
士
で

あ
り
、
こ
の
脇
士
も
優
作
で
あ
る
。
本
像
は
像
高
八
八
セ
ン
チ
、
台
座
七
三
セ
ン

ヂ
、
も
と
は
彩
色
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
像
の
凹
部
の
群
青
色
、
唇
の
紅
色
で
分
か

る
。
螺
髪
は
極
め
て
小
さ
く
髪
際
で
三
十
六
個
が
数
え
ら
れ
る
。
右
手
は
施
無
畏

の
印
、
左
手
に
薬
壷
を
も
つ
普
通
の
姿
で
あ
る
。

5．薬師如来

華蔵寺

fig2-7-4.pdf
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面
相
は
慈
悲
の
相
好
、
眼
は
彫
眼
で
胡
粉
で
彩
色
さ
れ
、
目
玉
に
は
く
ま
ど

り
が
あ
り
美
し
い
眼
で
あ
る
。
白
毫
は
失
わ
れ
て
い
る
。
納
衣
は
偏
祖
右
肩
で
、

右
肩
か
ら
の
衣
文
は
み
ご
と
で
、
翻
波
式
刀
法
が
見
ら
れ
る
。

　
光
背
は
二
重
光
背
で
、
そ
の
周
囲
に
飛
天
が
配
さ
れ
、
頭
光
に
は
五
仏
、
身
光

に
は
宝
相
華
が
精
巧
に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
台
座
は
八
角
形
で
六
辺
葺
蓮

華
台
っ
き
で
優
乍
で
あ
る
。

　
本
像
は
貞
観
時
代
の
渋
晦
さ
を
超
え
て
、
柔
和
優
雅
で
あ
り
、
精
巧
な
技
術
は

藤
原
様
式
の
霊
仏
と
見
ら
れ
る
。

　
6
　
木
造
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
県
指
定
文
化
財
　
昭
和
三
五
・
九
・
三
〇
　
禅
定
寺

　
禅
定
寺
は
、
飯
石
郡
三
刀
屋
町
鍋
山
に
あ
り
、
天
台
宗
慶
向
山
と
号
す
。

　
本
像
は
、
像
高
一
八
三
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
で
あ
る
が
、
膝
部
は
接

合
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
の
肉
警
は
比
較
的
高
く
、
螺
髪
の
粒
も
大
き
い
。
膝
部
は

角
立
体
的
で
あ
り
、
衣
文
は
浅
い
が
大
胆
な
刀
法
を
も
っ
て
刻
出
さ
れ
、
胸
の
辺

に
特
色
の
あ
る
旋
転
文
が
作
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
腹
部
に
二
本
の
横
線
を

来如　
　
寺

陀，
弥
定

阿
禅

　
6
．

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
弓
津
冨
σ
q
印
冨
）

像
の
考
察
（
天
野
）

刻
ん
だ
と
こ
ろ
は
地
方
作
と
し
て
の
顕
著
な
現
わ
れ
で
あ
る
。
一
見
し
て
量
的
形

成
に
富
み
、
貞
観
仏
の
よ
う
で
あ
る
が
、
す
で
に
顔
面
の
魁
偉
さ
は
失
わ
れ
、
円

満
な
藤
原
仏
の
面
相
に
代
っ
て
い
る
。
し
か
し
胸
の
旋
転
文
は
貞
観
仏
の
名
残
り

で
あ
ろ
う
。
印
相
は
、
上
品
上
生
の
印
で
弥
陀
定
印
で
あ
る
。
藤
原
時
代
初
期
の

像
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
7
　
木
造
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
県
指
定
文
化
財
　
昭
和
四
一
・
五
ニ
ニ
一
　
極
楽
寺

　
極
楽
寺
は
、
出
雲
市
西
方
の
芦
渡
町
の
無
住
の
小
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
像
高
一
四
四
セ
ン
チ
、
マ
ツ
材
で
彫
成
さ
れ
て
い
る
。
背
割
の
内
側
に

　
芦
渡
之
極
楽
寺
本
尊
也

　
右
悲
為
仏
恩
報
謝
衆
生
済
渡
也

　
　
伝
聞
行
基
菩
薩
之
造
不
知
年
号
時
代
而
破
損
極
故

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
　
　
明
暦
三
丁
酉
再
興
乏
者
也

阿弥陀如来

極楽寺

7
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神
門
寺
一
代
住
持
今
阿
弥
陀
寺
隠
居
貧
道
七
十
歳

　
無
二
志
抽
如
此
選
蓮
社
定
誉
上
人
敬
白
（
花
押
）

　
の
墨
書
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
背
割
を
膠
着
し
た
た
め
読
み
と
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
本
像
は
漆
箔
は
剥
落
し
、
腕
、
膝
、
背
部
の
矧
ぎ
も
離
れ
、
そ
の
上
に
虫
食
も

甚
だ
し
く
、
僅
か
に
顔
部
と
胸
部
が
や
や
完
全
で
あ
っ
て
、
崩
壊
の
危
険
が
あ
っ

た
の
を
大
修
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
修
理
さ
れ
た
本
像
は
、
肩
の
線
が
や
や
右
上
に
傾
き
、
首
が
比
較
的
長
い
の

で
、
安
定
し
た
胴
部
と
不
調
和
で
あ
る
。
　
頭
部
の
材
か
ら
刻
出
さ
れ
た
螺
髪
に

は
、
螺
状
の
彫
刻
は
施
し
て
な
い
が
、
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
肉
警
珠
は
な

く
、
白
毫
が
大
き
い
、
眼
は
彫
眼
で
あ
る
。
袖
衣
は
偏
祖
右
肩
で
結
跡
践
坐
し
、

上
品
上
生
の
阿
弥
陀
如
来
の
定
印
を
結
ぶ
。
膝
部
の
高
さ
は
二
一
・
五
セ
ン
チ
で

あ
る
か
ら
比
較
的
低
い
。
衣
文
は
流
麗
で
温
和
、
そ
し
て
よ
く
整
っ
て
い
て
膝
の

上
部
で
は
衣
文
は
刻
出
さ
れ
て
い
な
い
。
背
部
の
衣
文
は
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。

胴
体
は
一
木
彫
成
、
膝
、
腕
頭
部
が
接
着
さ
れ
、
金
箔
の
残
り
が
、
そ
の
当
時
の

像
を
偲
ば
せ
る
。
本
像
は
、
貞
観
仏
に
見
ら
れ
た
、
魁
偉
さ
は
な
く
、
温
和
で
、

顔
面
の
輪
郭
は
童
顔
に
近
い
が
、
口
お
よ
び
顎
の
部
分
に
は
比
較
的
き
び
し
い
隆

起
が
あ
る
。
膝
部
は
角
立
体
的
で
地
方
作
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
仏
谷
寺
、
禅

定
寺
の
像
に
見
ら
れ
た
腹
部
の
二
本
の
刻
線
は
、
一
本
に
な
っ
て
い
て
時
代
の
新

ら
し
さ
を
示
す
。

8
　
木
造
、
薬
師
如
来
坐
像

県
指
定
文
化
財
　
昭
四
一

・
五
二
一
＝
　
冒
貴
寺

富
貴
寺
は
、
大
原
郡
加
茂
町
に
在
る
無
住
の
ハ
庵
で
あ
り
、

薬
師
如
来
坐
像

薬師如来坐像

富貴寺

8

は
、
こ
の
庵
の
主
尊
で
あ
る
。
像
高
一
四
七
セ
ン
チ
、
ケ
ヤ
木
の
一
本
彫
成
で
あ

る
。
右
手
は
施
無
畏
印
、
左
手
に
薬
壷
を
持
つ
。
頭
部
の
螺
髪
は
頭
部
の
材
よ
り

刻
出
さ
れ
、
髪
際
に
て
二
八
箇
の
螺
髪
が
数
え
ら
れ
る
が
、
肉
髪
珠
は
な
い
。
白

毫
は
失
わ
れ
て
、
直
径
一
セ
ン
チ
位
の
申
に
珠
数
ら
し
き
玉
が
挿
入
し
て
あ
る
。

衣
文
は
流
麗
で
藤
原
仏
の
特
色
を
現
わ
し
て
い
る
。
膝
部
は
胴
体
に
接
合
し
て
あ

り
、
そ
の
形
状
は
角
立
体
形
を
脱
し
て
、
自
然
で
あ
る
。
薬
壷
の
下
部
に
は
金
箔

が
残
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
像
に
は
金
箔
を
施
さ
ず
、
檀
像
形
式
を
と
り
、
薬

壷
だ
け
に
金
箔
を
施
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
唇
部
に
は
僅
か
に
宋
色
、
口
ひ
げ
の

墨
書
が
残
っ
て
い
る
。
腕
は
後
補
で
あ
る
。
背
部
に
は
、
浅
い
内
割
が
あ
る
が
、

そ
の
蓋
が
失
わ
れ
て
い
る
。
像
は
厚
手
に
彫
成
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
仏
の
坐
像
と

し
て
は
大
作
で
あ
る
と
と
も
に
優
作
で
あ
る
。

　
9
　
木
造
、
薬
師
如
来
坐
像

　
　
　
県
指
定
文
化
財
　
昭
四
三
・
五
ニ
ニ
一
　
正
法
寺

　
正
法
寺
は
那
賀
郡
三
隅
町
大
字
三
隅
に
あ
る
が
、
す
で
に
、
同
寺
の
雨
宝
童
子
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9．薬師如来坐像

　　正法寺

立
像
は
、
県
指
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
像
は
、
正
法
寺
の
本
尊
で
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
り
、
頭
部
、
前
面
部
、
背
面

部
、
右
腕
部
、
膝
部
の
五
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
像
高
一
〇
九
セ
ン
チ
で
、
も
と

は
彩
色
が
施
し
て
あ
っ
た
ら
し
く
、
今
で
は
唇
に
紅
色
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
右
腎
は
屈
腎
し
て
掌
を
前
に
し
た
施
無
畏
の
印
、
左
手
は
薬
壷
を
と
り
、
左
肩

は
や
や
下
が
っ
て
い
る
。
螺
髪
は
極
め
て
小
さ
く
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
白
毫
は
な

い
。
面
相
は
慈
悲
円
満
な
相
で
、
眼
は
彫
眼
で
あ
っ
て
、
傭
敵
し
た
様
相
で
あ

る
。　

衣
文
を
見
る
に
左
肩
か
ら
流
れ
出
た
衣
文
は
、
腕
か
ら
膝
に
か
け
て
流
麗
で
あ

り
、
醗
波
式
刀
法
が
見
ら
れ
る
。
　
背
部
に
墨
書
が
あ
り
、
　
全
部
を
読
み
と
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
左
肩
の
下
に
「
仏
師
□
□
式
部
郷
作
」
と
あ
る
。
右
肩
下
に

も
一
行
の
墨
書
が
あ
る
が
判
読
が
不
可
能
で
あ
る
。
頭
部
は
全
体
か
ら
見
て
小
さ

い
が
、
重
量
感
に
と
み
、
如
釆
像
と
し
て
の
風
格
が
見
ら
れ
る
。
製
作
様
式
そ
の

他
か
ら
し
て
、
藤
原
末
期
の
造
像
と
見
ら
れ
る
が
、
後
補
の
箇
所
が
見
ら
れ
る
の

島
根
県
に
於
け
る
如
来

（
↓
算
冨
鴇
冨
）
像
の
考
察

（
天
野
）

は
惜
し
い
。
し
か
し
出
雲
部
に
偏
し
た
仏
像
の
中
で
、
石
見
部
の
極
め
て
稀
な
像

の
一
魎
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
1
0
　
木
造
、
大
日
如
来
坐
像

　
　
　
県
指
定
文
化
財
　
昭
四
三
・
五
・
三
一
　
極
楽
寺

　
大
日
如
釆
の
梵
名
を
摩
詞
毘
盧
遮
那
仏
と
い
う
。
こ
の
梵
名
は
大
盧
遮
那
仏
の

意
味
で
、
奈
良
東
大
寺
大
仏
、
唐
招
提
寺
金
堂
の
本
尊
を
想
起
す
る
。
特
に
東
大

寺
の
大
仏
の
蓮
華
（
天
平
時
代
）
に
は
、
梵
網
経
の
説
く
干
葉
の
蓮
華
の
一
葉
ご

と
に
一
つ
の
世
界
が
あ
り
、
そ
の
各
世
界
に
釈
迦
が
出
現
し
て
説
法
を
行
な
い
、

夫
々
の
釈
迦
は
、
ま
た
夫
々
の
国
に
於
て
法
を
説
く
と
い
う
の
で
、
そ
の
説
か
れ

る
仏
の
世
界
は
百
億
の
世
界
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
毛
彫
り
で
現
わ
し
て

あ
る
の
で
、
ヒ
う
し
た
大
き
い
構
想
の
も
と
で
、
大
仏
は
巨
大
に
造
像
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
盧
遮
那
仏
が
仏
教
の
根
元
の
仏
と
し
て
一
つ
の
も
の
で
あ

り
、
一
つ
に
統
一
せ
ん
と
す
る
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
日
如
来
の

名
称
か
ら
し
て
も
同
系
統
の
仏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
大
日
如
来
は
、
大
日
経
、
金
剛
頂
経
に
、
そ
の
申
心
本
尊
と
し
て
出
て
い

る
の
で
、
盧
遮
那
仏
の
思
想
が
成
立
し
て
か
ら
、
イ
ン
ド
の
仏
教
思
想
間
に
広
ま

り
、
新
し
い
仏
教
的
統
一
の
世
界
を
作
り
出
さ
ん
と
諸
所
で
試
み
ら
れ
た
の
で
あ

る
。　

こ
の
二
つ
の
経
典
に
説
か
れ
る
如
釆
の
形
相
は
、
肉
髪
が
高
く
、
宝
冠
、
首
飾

り
を
つ
け
た
菩
薩
形
の
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
、
印
相
は
異
な
る
。
即
ち
大
日
経

で
は
、
膝
の
上
に
両
掌
を
重
ね
た
禅
定
印
で
、
こ
れ
を
法
界
定
印
と
称
し
、
金
剛

頂
経
で
は
、
両
手
を
胸
の
前
に
挙
げ
、
左
手
の
人
差
指
を
右
の
拳
で
握
る
智
拳
印

で
あ
る
。
こ
の
印
相
は
、
大
日
経
が
理
の
世
界
、
金
剛
頂
経
が
智
の
世
界
を
説
く

と
い
わ
れ
る
の
に
適
切
で
あ
る
。
そ
し
て
曼
奈
羅
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
曼
余
羅

fig2-7-7.pdf
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に
は
種
々
の
意
味
が
あ
る
が
、
集
合
と
本
質
、
即
ち
仏
の
集
り
を
示
す
と
と
も

に
、
悟
り
の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、
大
乗
仏
教
に
よ
り
創
造

さ
れ
た
多
く
の
仏
を
一
な
る
仏
、
絶
対
の
仏
大
日
如
来
に
統
一
さ
せ
、
こ
の
仏
の

集
合
、
仏
の
統
一
の
仕
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
空
海
が
師
恵
果
か
ら
受
け
た
、
大
日
経
に
基
づ
く
胎
蔵
界
曼
奈
羅
、
金
剛
頂
経

に
よ
る
金
剛
界
曼
余
羅
に
示
し
て
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
曼
余
羅
を
一
対
と
し
て
両

界
曼
茶
羅
と
称
す
。

　
こ
の
大
日
如
来
は
、
一
切
の
も
の
を
は
ぐ
く
み
育
て
る
大
自
然
の
生
産
力
の
表

徴
と
し
て
の
宇
宙
神
で
あ
り
、
こ
の
宇
宙
神
は
我
々
の
生
命
申
に
も
潜
在
し
、
三

つ
の
形
即
ち
、
身
、
口
、
意
と
し
て
大
宇
宙
の
生
命
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
は
無

限
に
広
く
、
深
く
、
荘
厳
な
る
宇
宙
の
生
命
を
、
密
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
こ
の

大
生
命
に
気
づ
い
て
、
自
己
の
小
我
え
の
妄
執
を
断
ち
切
る
の
が
、
密
教
修
行
で

あ
ろ
う
。
こ
の
大
生
命
を
振
い
立
た
せ
て
生
き
ん
と
す
る
が
、
墓
言
密
教
の
教
え

で
あ
る
。

　
大
原
郡
大
東
町
宇
山
田
の
高
峯
山
は
、
山
岳
仏
教
時
代
に
は
、
一
山
四
十
八
坊

を
有
し
て
い
た
と
い
う
、
衰
亡
の
末
、
現
在
の
仏
像
は
、
大
東
町
宇
田
申
の
一
小

10、大日如来像

　極楽寺

如来形坐像

極楽寺
u

堂
に
安
置
さ
れ
、
極
楽
寺
の
管
理
下
に
あ
る
。
こ
う
し
た
変
遷
を
経
た
仏
像
の
た

め
か
、
虫
食
い
が
多
く
て
、
い
た
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
大
日
如
来
坐
像
は
、
像
高
一
五
八
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
で
あ
る
。
肉

髪
は
高
ノ
＼
天
冠
を
い
た
だ
き
、
垂
髪
は
耳
に
お
よ
ぶ
。
首
に
は
三
道
、
腕
に
腕

釧
、
そ
し
て
手
釧
を
つ
け
て
、
金
剛
界
大
日
如
来
の
智
挙
印
を
結
び
、
結
跡
践
坐

し
た
堂
々
た
る
像
で
あ
る
。
も
と
は
彩
色
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
彩
色
の
残
り
で
分

か
る
。
衣
文
の
彫
り
は
浅
い
が
流
麗
で
あ
る
。
膝
部
は
低
く
二
一
セ
ン
ヂ
、
面
相

に
は
魁
偉
さ
は
な
ノ
＼
体
輻
も
量
的
形
成
を
脱
し
細
身
と
な
っ
て
、
お
と
な
し

ノ
＼
女
性
的
な
姿
態
で
あ
る
。
藤
原
仏
の
特
色
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

　
1
1
1
2
皿
如
来
坐
像
　
こ
の
三
躯
は
、
ヒ
ノ
キ
材
の
内
割
り
の
像
で
、
三
躯
と
も

同
形
式
で
あ
る
。
こ
の
三
躯
の
仏
像
は
、
金
剛
界
大
日
如
来
像
を
申
心
と
す
る
阿

閣
、
宝
生
、
無
量
寿
、
不
空
成
就
如
来
の
四
仏
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
輻
を
失
っ

て
現
在
三
魎
が
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
三
舳
は
、
文
化
財
指
定
の
時
の
説
明
文
に
は
、
阿
弥
陀
、
宝
生
、
釈
迦
如

来
と
記
名
し
て
あ
る
が
、
指
定
書
に
は
確
証
の
な
い
た
め
如
来
坐
像
と
記
さ
れ

た
。
若
し
、
私
見
の
如
く
金
剛
界
の
四
仏
と
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
は
無
量
寿
、
宝
生

fig2-7-8.pdf
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如
来
は
そ
の
ま
㌧
で
、
釈
迦
は
阿
閤
即
ち
薬
師
如
来
に
相
当
す
る
。

　
三
躯
の
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
偏
祖
右
肩
、
結
跡
昧
坐
、
そ
し
て
印
を
結
ぶ
。
肉
髪

は
や
や
高
く
、
肉
髪
珠
は
な
い
、
眼
は
彫
眼
で
あ
る
が
、
大
日
如
来
像
に
見
た
正

視
の
様
相
で
は
な
く
、
や
や
下
腋
し
て
い
る
。
従
っ
て
慈
悲
相
で
あ
る
。
膝
部
は

寸
法
表
の
如
く
低
く
、
膝
巾
も
狭
い
。
衣
文
は
流
麗
で
、
全
体
か
ら
の
印
象
は
、

つ
㌧
ま
し
や
か
な
様
相
で
、
藤
原
仏
と
し
て
の
特
色
が
あ
る
。

　
残
念
な
こ
と
に
は
、
虫
食
い
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

総

高

髪
際
か
ら

下
の
寸
法

頭
　
　
高

頭
　
　
厚

面
　
　
長

面
　
　
巾

肩
　
　
巾

膝
　
　
高

膝
　
　
巾

印

相

大
日
如
来
像

阿
弥
陀
如
来

像
（
無
量
寿

如
来
像
）

宝
生
如
来
像

一
五
八
、
・
一
八
五
、
三

八
三
、
○

…
一
、
・
一
七
・
、
・
一

六
七
、
○

釈
迦
如
来
像

（
阿
関
如
来

像
）

八
六
、
八

七
七
、
三

三
三
、
三

二
九
、
五

二
三
、
五

二
四
、
五

六
五
、
○

≡
、
・
一

三
、
〇
一

一
四
、
六

一
九
、
五

一
五
、
○

一
五
、
○

四
〇
、
○

二
一
、
〇
一
三
、
五

九
四
、
・
二
一
・
、

一
八
、
五
二
一
・
、
五

一
四
、
三
一
四
、
■＼

一
四
、
三

一
四
、
六

四
二
、
〇
一

四
一
、
○

一
〇
、
七

一
〇
、

六
・
、
・
二
一
・
、

○1五

知
拳
印
　
上
品
上
生

施
無
畏
　
　
施
無
畏

（
七
）
美
術
史
か
ら
見
た
鎌
倉
時
代

（
＞
U
H
N
O
上
｛
～
H
ト
O
｝
下
）

鎌
倉
様
式
は
、
既
に
藤
原
時
代
の
末
期
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
。

の
貴
族
階
級
の
申
に
芽
生
え
、
且
つ
宋
様
式
が
流
入
し
た
の
で
、

即
ち
藤
原
時
代

貴
族
対
武
家
、

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
冨
①
q
凹
訂
）
像
の
考
察
（
天
野
）

京
都
対
鎌
倉
と
い
う
二
重
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
逐
次
武
家
が
勢
カ
を
得
る
に
至

っ
て
、
藤
原
時
代
の
女
性
的
な
る
も
の
か
ら
武
家
的
な
る
男
性
的
な
る
も
の
に
移

行
し
た
。

　
そ
れ
は
先
ず
、
甘
美
な
空
想
的
で
あ
っ
た
、
藤
原
時
代
と
は
ま
っ
た
く
対
称
的

な
現
実
主
義
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
実
主
義
は
、
必
然
的
に
写
実
主
義

に
発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
写
実
主
義
は
、
自
然
主
義
と
で
も
い
う

べ
き
で
、
冨
g
昌
扉
旨
で
な
く
、
墨
巨
ま
旨
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
を
崇
敬
す

る
態
度
で
、
自
然
の
無
限
性
に
対
し
、
人
間
の
有
限
性
を
意
識
し
た
こ
と
で
あ

る
。
武
家
の
杜
会
で
は
、
強
い
、
弱
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
、
強
者
が

世
に
出
て
尊
敬
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
生
は
努
力
主
義
で
あ
る
と
信
じ
た
。
こ

の
努
力
主
義
は
活
動
主
義
と
な
り
、
つ
い
に
実
力
の
世
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
実
カ
者
へ
の
思
慕
と
尊
敬
は
、
藤
原
時
代
の
家
柄
の
尊
重
と
対
称
的
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
か
の
肖
像
彫
刻
、
肖
像
絵
が
、
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
実
力
者
に

対
す
る
尊
敬
の
思
想
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
本
時
代
で
盛
ん
に
彫
刻
に
玉

眼
（
ぎ
よ
く
が
ん
）
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
写
実
主
義
と
し
て
当
然
の
表
現
で

あ
る
。
尚
彫
刻
そ
の
も
の
も
藤
原
時
代
の
定
朝
様
の
形
式
が
、
全
く
無
生
気
な
も

の
と
観
ら
れ
て
、
儀
軌
に
許
さ
れ
る
限
り
の
、
自
由
で
変
化
の
あ
る
力
強
い
表
現

を
試
み
た
。
こ
れ
に
は
、
天
平
彫
刻
の
優
秀
さ
を
、
東
大
寺
、
興
福
寺
の
復
興
事

業
に
親
し
く
手
が
け
て
、
古
典
美
を
理
解
し
共
鳴
し
た
結
果
と
、
宋
様
式
の
流
入

も
そ
の
一
因
で
あ
る
。
こ
の
彫
刻
の
発
展
に
は
運
慶
の
出
現
に
よ
る
、
慶
派
の
存

在
が
大
き
い
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
要
因
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
美
的
様
式
と
し
て
は
、
先
づ
壮
美
が
考
え
ら
れ

る
。
壮
美
は
「
崇
高
な
感
じ
を
起
さ
せ
る
美
」
で
、
　
「
崇
高
な
感
じ
」
は
、
邊
し

さ
、
勇
ま
し
さ
、
り
り
し
さ
、
男
ら
し
さ
で
あ
っ
て
、
藤
原
時
代
と
対
称
的
な
、
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島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
津
冨
鴇
冨
）
像
の
考
察

（
天
野
）

男
性
的
で
勇
健
な
る
も
の
の
美
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
壮
美
の
申
に
は
、
明
る
い

ユ
ー
モ
ァ
な
表
現
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
様
式
で
あ
る
。
次
ぎ
に
幽
玄
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
幽
玄
と
は
「
奥
深
く
て
、
は
か
り
知
れ
ぬ
こ
と
」
叉
は
「
余

情
の
あ
る
こ
と
」
と
解
さ
れ
、
い
わ
ば
「
遠
く
而
し
て
静
か
で
あ
る
」
即
ち
「
見

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
全
べ
て
で
は
な
い
、
見
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
申
に
見
せ

ら
れ
ざ
る
も
の
を
も
っ
」
と
い
う
こ
と
で
、
含
畜
性
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
奥
ゆ

か
し
さ
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
様
式
は
、
多
分
に
禅
宗
的
世
界
観
に
よ
る
も
の
が

大
き
い
。
鎌
倉
仏
教
で
は
、
親
鷲
、
道
元
、
日
蓮
が
大
き
く
表
面
に
出
る
が
、
特

に
禅
宗
が
式
士
階
級
と
密
接
な
る
関
係
を
も
つ
に
至
り
、
不
立
文
宇
、
教
外
別

伝
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
の
四
つ
を
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
自
力
に
よ
っ

た
。
そ
の
思
想
は
、
本
時
代
に
於
て
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
、
禅
宗
に
よ
り
、

宋
文
化
が
移
入
さ
れ
、
次
ぎ
の
足
利
時
代
に
於
て
発
展
し
、
こ
の
禅
宗
的
、
武
家

的
世
界
観
が
、
そ
の
様
式
を
完
全
に
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
鎌
倉
時
代
の
様
式
を
理
解
し
て
、
本
時
代
の
如
来
像
に
つ
い
て
考
察
す
る

と
、
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
八
）
鎌
倉
時
代
の
如
来
像

　
1
4
　
木
造
、
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
重
要
文
化
財
指
定
　
大
正
九
・
四
・
一
五
　
心
覚
院

　
心
覚
院
は
、
浜
田
市
の
外
ノ
浦
に
面
し
た
寺
院
で
、
本
像
は
こ
の
寺
院
の
本
尊

で
あ
る
。

　
こ
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
像
高
、
九
八
セ
ン
チ
、
漆
箔
で
彩
色
さ
れ
た
八
角
形

桓
座
の
踏
割
（
踏
分
）
蓮
華
座
に
立
つ
立
像
で
あ
る
。
光
背
は
、
頭
光
と
身
光
よ

り
な
る
二
重
光
背
、
い
わ
ゆ
る
挙
身
光
で
あ
る
。
特
に
こ
の
光
背
は
、
雲
煙
形
の

14．阿弥陀如来心覚院

線
が
実
に
自
然
で
美
し
ノ
＼
ま
ず
そ
の
美
し
さ
に
目
を
う
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
な
み

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
本
像
は
安
阿
弥
即
ち
鎌
倉
時
代
の
仏
師
運
慶
の
最
古
の
弟
子

と
い
わ
れ
る
快
慶
の
作
と
な
っ
て
い
る
が
、
像
の
胎
内
か
ら
出
た
、
多
数
の
摺
仏

の
印
刷
さ
れ
た
紙
の
下
部
に
、
平
仮
名
の
銘
文
が
あ
り
、
そ
の
終
り
に
「
建
長
七

年
六
月
十
八
日
」
と
記
し
て
あ
る
。
慶
長
八
年
は
西
暦
一
二
五
五
年
で
あ
る
か

ら
、
快
慶
の
文
献
上
最
後
の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
年
）
と
は
、
年
号
の
差
異
が

あ
っ
て
、
安
阿
弥
作
と
は
信
じ
難
い
。
し
か
し
、
本
像
が
安
阿
弥
様
式
で
あ
る
こ

と
に
は
異
論
は
な
い
。
即
ち
そ
の
姿
態
は
静
止
的
で
、
温
租
な
表
現
で
あ
る
が
、

そ
の
理
知
的
で
、
彫
刻
技
法
の
流
麗
な
手
法
は
、
安
阿
弥
様
と
し
て
心
を
う
つ
。

仔
細
に
観
る
と
、
そ
の
面
相
に
於
て
、
眉
と
眉
と
の
間
は
比
較
的
せ
ま
く
理
知
的

で
あ
り
、
眼
は
鎌
倉
彫
刻
に
多
く
用
い
ら
れ
る
玉
眼
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
髪
際

は
、
自
然
な
波
状
に
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
衣
文
は
自
然
で
、
納
衣
の
薄
い

fig2-7-9.pdf
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感
じ
を
現
わ
し
、
非
常
に
さ
わ
や
か
で
あ
る
。

　
台
座
は
、
前
記
の
如
く
八
角
桓
座
の
複
雑
精
巧
で
あ
り
、
蓮
弁
は
極
め
て
自
然

で
、
蓮
華
は
二
つ
か
ら
な
る
踏
割
蓮
華
座
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
多
く
用
い

ら
れ
た
台
座
で
あ
る
。

　
脇
士
は
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
立
像
の
観
音
、
勢
至
で
あ
る
。

　
1
5
　
銅
像
、
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
重
要
文
化
財
指
定
　
昭
和
三
九
・
一
・
二
八
　
善
光
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
善
光
寺
は
松
江
市
の
湖
に
面
し
た
西
南
に
あ
り
、
一
碕
山
善
光
寺
と
称
し
時
宗

に
属
し
、
相
州
藤
沢
清
浄
光
寺
の
末
派
で
あ
る
。
正
治
二
年
（
二
一
〇
一
年
）
僧

心
滝
（
佐
々
木
高
綱
）
の
開
基
創
建
の
伝
が
あ
る
。
本
像
は
、
も
と
源
朝
の
守
本

尊
で
あ
っ
た
が
、
頼
朝
の
没
後
、
佐
々
木
高
綱
が
、
頼
朝
の
夫
人
政
了
よ
り
本
像

を
受
領
し
、
厨
子
と
と
も
に
、
こ
れ
を
背
負
っ
て
諸
国
を
巡
り
、
こ
の
地
に
足
を

と
ど
め
て
、
寺
院
を
建
立
し
、
つ
い
に
一
生
を
こ
こ
で
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

島
根
県
に
於
け
る
如
来
（
↓
算
冨
①
q
φ
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

15．阿弥陀如来像

　　善光寺

本
寺
は
、
も
と
円
成
寺
山
内
に
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
年
、
堀
尾
忠
晴
の
没
後
現
地

に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
堂
の
壇
上
に
は
、
開
基
佐
々
木
高
綱
の
六
百
年
忌
に
作
ら
れ
た
、
高
綱
の
木

像
、
高
綱
所
携
の
笈
お
よ
び
厨
子
、
高
綱
の
後
衛
乃
木
将
軍
夫
妻
の
位
牌
が
安
置

し
て
あ
る
。

　
本
像
は
、
金
銅
像
で
像
高
五
三
・
五
セ
ン
チ
、
光
背
の
高
さ
は
六
九
セ
ン
チ
の
一

体
（
光
）
三
尊
仏
で
あ
る
。
一
体
三
尊
仏
と
い
う
の
は
、
三
尊
仏
を
一
つ
の
大
光

（
後
）
背
に
よ
っ
て
包
摂
す
る
形
式
の
像
で
あ
る
。
本
像
は
善
光
寺
如
来
と
称
さ
れ

て
い
て
、
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
製
作
さ
れ
た
。
特
に
本
像
の
光
背
は
、
舟
形
光
背

で
、
本
尊
の
左
方
に
は
、
冠
の
正
面
に
如
来
像
を
つ
け
た
観
音
菩
薩
、
右
方
に
は
、

宝
瓶
を
つ
け
た
勢
至
菩
薩
が
、
お
の
お
の
胸
前
で
、
両
手
の
掌
を
上
下
に
合
わ
せ

て
、
普
通
の
善
光
寺
如
来
脇
士
の
か
た
ち
を
示
し
て
い
る
。

　
主
尊
は
、
長
身
で
、
肉
害
珠
が
光
り
、
顔
面
は
細
長
く
、
眺
の
あ
が
っ
た
長
目

の
両
眼
が
刻
ま
れ
、
そ
の
表
情
は
つ
よ
ノ
＼
す
る
ど
い
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
そ

の
上
、
両
耳
の
耳
架
が
大
ぶ
り
で
、
し
か
も
そ
れ
が
外
方
に
張
っ
た
形
は
、
す
こ

ぶ
る
古
風
で
あ
る
。
肩
は
撫
で
肩
で
、
そ
こ
に
納
衣
の
襟
が
、
ぬ
き
衣
文
の
か
た

ち
を
示
し
て
い
る
。
納
衣
の
襲
は
、
強
い
襲
と
弱
い
壁
を
か
さ
ね
て
巧
み
な
意
匠

を
み
せ
て
い
る
。
袖
は
躰
の
両
側
に
密
着
し
て
、
胴
を
し
ぼ
り
、
裾
は
ひ
ら
き
、

足
の
甲
の
上
に
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
下
部
の
納
衣
は
、
厚
手
で
重
た
そ
う
に

み
ら
れ
る
。
両
手
先
は
後
補
で
あ
る
。

　
本
像
は
、
全
身
が
一
度
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
、
金
厚
は
平
均
三
ミ
リ
ほ
ど

で
、
美
事
に
璽
で
仕
上
げ
が
し
て
あ
る
。
技
術
の
巧
妙
さ
は
、
甲
府
善
光
寺
像
よ

り
も
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
台
座
は
後
補
、
光
背
に
は
両
脇
士
の
他
に
、
雲

烙
の
申
に
七
魑
の
化
仏
が
、
美
事
に
配
置
し
て
脇
士
と
同
じ
く
線
刻
さ
れ
て
い

fig2-7-10.pdf
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の
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天
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る
。
こ
の
技
術
も
確
か
に
古
風
で
あ
る
。
本
像
は
上
述
の
観
点
か
ら
、

来
像
申
で
も
古
様
の
像
で
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
貴
重
な
像
で
あ
る
。

善
光
寺
如

四
　
あ

と
　
か
　
き

　
こ
の
原
稿
を
記
し
な
が
ら
、
心
の
世
界
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
私
達
は

研
究
を
行
っ
て
、
こ
れ
を
教
育
現
場
に
、
充
分
に
役
立
せ
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ

る
。
矢
張
り
私
は
美
術
を
通
し
て
、
特
に
教
養
課
程
に
於
て
は
「
美
し
い
魂
」
の

教
育
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
坐
禅
の
会
に
四

ケ
所
出
か
け
、
今
夏
も
坐
禅
を
行
い
、
且
つ
講
話
も
し
た
。
意
外
に
若
い
諸
君
の

多
い
の
を
見
て
、
す
ば
ら
し
く
嬉
し
く
思
う
と
、
と
も
に
、
若
き
世
代
の
人
々

が
、
心
の
世
界
を
希
求
し
て
い
る
そ
の
姿
を
見
て
、
い
よ
い
よ
私
達
も
精
進
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
教
え
ら
れ
た
。
は
じ
め
に
述
べ
た
如
く
、
私
の
考
え
た
こ
と
、
調
査

し
た
こ
と
は
全
部
が
記
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
。
特
に
左
記
の
著
書
を
参
考
に
研
究
で
き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
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